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システム概要
このマニュアルでは、 RMX システムの設置と基本操作について説明し

ます。  

システムの設定および管理の詳細については、 システムに付属する  

RMX 2000 Administrator’s Guide を参照して ください。

RMX 2000

Polycom RMX 2000 Multipoint Control Unit (MCU) は、機能豊富で使い

やすい多地点音声 / ビデオ会議システムを提供する、 高パフォーマン

スで拡張可能な IP ネッ トワーク  (H.323 および SIP)/PSTN ソリュー

シ ョ ンです。

RMX MCU は、 国際電気通信連合の電気通信標準化部門 (ITU-T、 旧称 

CCITT) による多地点マルチメディアブリ ッジデバイスの標準を満たし

ており、 欧州通信規格協会 (ETSI) による電気通信製品の標準も満たし

ています。

議長およびオペレーター (他のユーザのために会議を開始し、管理するユー
ザ ) は、次の章をお読みください。
• 第 1 章  - システム概要

• 第 3 章  - 基本操作
システム管理者は、次の章をお読みください。
• 第 1 章  - システム概要

• 第 2 章  - 初めての設置と設定

• 第 3 章  - 基本操作
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第 1-システム概要 章
さらに、 RMX ユニッ トは IETF ( インターネッ トエンジニアリングタス

クフォース ) に従って設計されています。 IETF は、 インターネッ トアー

キテクチャの進化とインターネッ トの円滑な操作に関心を寄せるネッ ト

ワーク設計者、 オペレーター、 ベンダー、 研究者から成る大規模で開か

れた国際コ ミ ュニテ ィです。

図 1-1 Polycom RMX 2000 を使用した多地点ビデオ会議

Polycom RMX 2000 ユニッ トの制御は、 LAN を介して Polycom RMX 

2000 Web Client アプリケーシ ョ ンで行います。 これにはユーザのワーク

ステーシ ョ ンにインス トールされた Internet Explorer  を使用します。

RMX の管理と  IP 会議はどちらも同じ  1 つの LAN ポートで実行されま

す。 最大で 2 枚の RTM ISDN カードがサポート され、 各カードは最大で 

7 本の E1 回線または 9 本の T1 PRI 回線の接続を提供します (E1 および 

T1 回線は同時に使用することはできません )。

PSTN 電話

RMX Web Client

PC

IP 電話
VSX

LAN

E1/TI RPI 回線

RMX

ISDN エンドポイント

R
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RMX の主な機能

会議モード

Dynamic Continuous Presence

RMX システムの Dynamic Continuous Presence (CP) 機能は、 ビデオ会

議用に複数の表示オプシ ョ ンとウィ ンドウレイアウト をが提供し、 柔軟

性のある表示を実現します。 デフォルトでは、 システムに定義されてい

る最大 CP 解像度をすべての会議、 エン ト リーキュー、 およびミーテ ィ

ングルームに指定できます。 これには、 RMX Web Client によって開始さ

れる会議および API を介して開始される会議が含まれます。

CP モードの会議は、 以下のように定義します。

• 会議プロファイル設定 :

－ 会議の回線速度

－ ビデオ画質の選択 - モーシ ョ ンまたはシャープネス

• エンドポイン トの機能  - 参加者は機能が異なるエンドポイン ト を使

用して各種の回線速度で接続できます

CP のビデオレイアウト

参加者の人数や会議の設定に応じて、 24 種類のレイアウトを使用できま

す。 4CIF 解像度ではな くワイ ドビデオフォーマッ ト を送信するエンドポ

イン トには、 H.264 プロ ト コルの VUI 付加情報もサポート されます。

表 1-1  Continuous Presence  ビデオレイアウト
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第 1-システム概要 章
臨場感モード

TPX (Telepresence) および RPX (Realpresence) ルームシステムはハイ

ディ フ ィニッシ ョ ンカ メ ラで構成され、 すべての参加者が同じ会議室に

いるような感じを得られるように画像をセッ トアップします。

RMX は、 ポイン ト ツーポイン ト接続を使用できない会議に臨場感ルーム

で接続することができます。 

臨場感を使用するオペレーターが TPX および RPX ルームシステムを設

定する場合に更に多くのオプシ ョ ンを使用できるように、 ビデオレイア

ウトが追加されています。 これらのビデオレイアウト追加オプシ ョ ンは、

会議プロファイルで臨場感が選択されている場合に使用できます。

複数の切り替えモード

選択したレイアウトのビデオウィンドウの数より参加者の数が多い場合、

次のいずれかのモードでビデオ参加者の切り替えを実行できます。

• 音声のアクテ ィベーシ ョ ン。

• RMX ユーザが、 選択したビデオウィンドウに参加者を強制的に表示

する。 

• レクチャーモード。 講師が会議参加者全員にフルスクリーンで表示

されます。 発言者の表示では、 オーディエンスが 「時間で切り替え」

られます。

表 1-1  Continuous Presence  ビデオレイアウト (続き )
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• プレゼンテーシ ョ ンモード。 発言者のプレゼンテーシ ョ ンが決めら

れた時間を超えると、 その発言者が現在の講師になり、 会議がレク

チャーモードに切り替わります。

ハイデフィニションビデオスイッチ
ハイデフ ィニッシ ョ ンビデオスイッチ (HD VSW) モードでは、 参加者全

員が同じビデオ画像 (全画面 ) を見ることができます。 各接続に使用さ

れる CIF ビデオリソースは 1 つだけです。

HD VSW モードの会議は、 以下のように定義します。

• 会議プロファイル設定 :

－ 回線速度 - 最大 6Mb。 参加者全員が同じ回線速度で接続する必

要があります。

－ 解像度  - HD720 または HD1080.

• エンドポイン トの機能 :

－ HD VSW 会議に接続している参加者は、 HD 対応のエンドポイ

ン ト を持つ必要があります。 この要件を満たしていない場合、
セカンダリ  ( オーディオのみの参加者 ) と して接続されます。

• HD_THRESHOLD_BITRATE システムフラグ  - HD チャネルが開

かれる最小回線速度を決定します。

オペレーター会議
Continuous Presence モードは、 オペレーターとなる RMX ユーザが開催

中の会議を中断することな く 、 会議の他の参加者に聞かれることもな く
参加者を支援できる特別な会議です。 オペレーターは、 参加者をエン ト
リーキューまたは開催中の会議からオペレーター会議のプライベートな 

1 対 1 の対話に移動できます。

ビデオ解像度

ハイデフィニション (HD) ビデオ解像度

HD は超高品質のビデオ解像度です。 RMX の カード設定モードに応じ

て、 対応エンドポイン トは解像度 720p (1280 x 720 ピクセル ) ～ 1080p 

(1920 x 1080 ピクセル ) (MPM+ モード使用 ) およびビッ ト レート  1024 

Kbps ～ 4 Mbps (HD VSW では 6 Mbps) の範囲で会議に接続できます。
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第 1-システム概要 章
スタンダードデフィニション (SD) ビデオ解像度

SD は、 H.264 ビデオアルゴリズムを使用する高品質ビデオプロ ト コルで

す。 このプロ ト コルにより、 HD 対応のエンドポイン トから  PAL システ

ムの会議には解像度 720x576 ピクセル、 NTSC システムの会議には解像

度 720x480 ピクセルで接続できます。 SD のビッ ト レートは 256 Kbps ～ 

2 Mbps です。

4CIF ビデオ解像度

H.263 エンドポイン トの 4CIF (704 x576 ピクセル ) 解像度は、 ビデオ画質

がシャープネスに設定され、 回線速度が 384 ～ 1920 Kbps の会議でサ

ポート されます。

H.264 エンドポイン トの W4CIF (1024 x576 ピクセル ) 解像度は、 ビデオ

画質がシャープネスに設定され、 回線速度が 384 ～ 768 Kbps の会議でサ

ポート されます。

Video Clarity™

Video Clarity 機能は、 ビデオエンハンスアルゴリズムを最大解像度の着
信ビデオスト リームに適用します (SD を含む )。 各エンドポイン トに
よってサポート されている最も高い解像度で、 鮮明なエッジと高コン ト
ラス トのクリア画像をすべてのエンドポイン トに返信します。

1x1 を含むすべてのレイアウトがサポート されます。 

Video Clarity は、 MPM+ モードでの連続表示の会議にのみ使用できます。

H.239 / People+Content

H.239 プロ ト コル対応のエンドポイン トは、 コンテンツを共有できます。

デフォルトでは、 RMX で開始されるすべての会議、 エン ト リーキュー、

およびミーテ ィ ングルームが H.239 機能を持ちます。 このプロ ト コルは、

MIH カスケード会議でもサポート されます。

People+Content は、 Polycom が独自開発した、 H.239 と同等のプロ ト コ

ルです。
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IVR 対応の会議

Interactive Voice Response (IVR) は、 接続プロセスを自動化し、 開催中

の会議で参加者がさまざまな操作を行う ことを可能にするソフ トウェア
モジュールです。 参加者はエンドポイン トのキーパッ ド と リモコンを使

用して、 会議のメニュー駆動型スクリプ ト を DTMF コードで操作しま

す。

参加者または議長が会議中に実行できる操作には、 次のものがあります。

• 会議を手動で終了する。

• 参加者の音声チャネルを ミ ュートまたはミ ュート解除する。

• 参加者の発信ボリュームおよび受信ボリュームを調整する。

• ヘルプメニューを再生する。

• 未定義のダイヤルイン参加者が会議に参加したときに、 その参加者

を ミ ュートまたはミ ュート解除する。

• 点呼を要求する、 点呼名前の見直しを停止する。

• 会議のセキュリテ ィ保護の切り替え

• 個人および会議アシスタンスの要求。

エントリーキュー

エン ト リーキューは、 ビデオ参加者およびオーディオ参加者をルーテ ィ

ングするための特別なロビーです。 エン ト リーキュー ID またはダイヤル

イン番号 (ISDN/PSTN) をダイヤルした後、 参加者を適切な会議に接続

するために IVR サービスの音声プロンプ トが使用されます。

このサービスは、 Ad Hoc 会議を開始する権限または開催中の会議に参

加する権限を参加者が持っていることを確認するためにも使用されます (

必要な場合 )。 

会議の機能とオプション

オンデマンド会議
会議のセッ トアップには、 次のオプシ ョ ンを使用できます。

• 新規会議  - 1 度セッ トアップし、 1 度だけ使用。

会議は、 終了後に MCU から削除されます。
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• ミーテ ィ ングルーム  - 1 度セッ トアップし、 複数回使用。 

ミーテ ィ ングルームは ( リソースを使用せずに ) メモリに保存され、

必要に応じて何度でも使用できます。

• Ad Hoc エン ト リーキュー  - セッ トアップなし。 ユーザがダイヤルイ

ンして、 既存の会議またはミーテ ィ ングルームによって使用されて
いない会議 ID を入力することで、 新規会議を開始できます。

• ゲートウェイ通話  - IP エンドポイン トから別の参加者へ、 1 つのダ

イヤル文字列に含まれる最大 10 カ所の接続先に直接ダイヤル文字列

を使用して接続します。

予定済みの会議 /予約

カレンダーに基づいて、 単発または繰り返し会議のスケジュールを予約
できます。 予約された会議は、 指定した日時に直ぐに開始または開催さ
せることができます。

接続方法
• ダイヤルアウト :自動、定義済みの参加者へ (回線速度の検出は自動 )

• ダイヤルイン :

－ 事前に定義された参加者が接続 (IP 参加者のみ )

－ 未定義の参加者から会議に直接

－ 定義されていない参加者が単一ダイヤルのエン ト リーキューを
介して接続 (IP および ISDN/PSTN)

カスケード会議
• 単純カスケード  ( スタートポロジ )

• 多階層カスケード  (MIH)

ゲートウェイ
特別なゲートウェイプロファイルを使用することにより、 RMX を  

H.323、 SIP、 ISDN および PSTN などのさまざまな物理ネッ トワークで

接続できるゲートウェイと して使用できます。 このゲートウェイは、
ISDN/PSTN エンドポイン ト と  DMA 間の接続も提供します。
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セキュリティ
• 会議レベルおよび参加者レベルで、 AES 128 のメディア暗号化規格

および DH 1024 の鍵交換規格に基づいたメディア暗号化 (IP のみ ) 

が可能です。

• 安全な通信モード  (SSL/TLS)

• DTMF コードおよび安全な会議のモニター制限によってセキュリ

テ ィが保護された会議。

• RMX システムにおける設定変更および異常または悪意のある活動を

監査役が分析 

会議の管理機能とモニタリング機能

Polycom RMX 2000 Web Client は、 参加者や会議を管理およびモニタ リ

ングするための機能を提供します。 次の機能があります。

• Continuous Presence 会議でのレクチャーモードまたはプレゼンテー

シ ョ ンモード

• ビデオ会議での相手側からのカメ ラ制御 (FECC/LSD)

• アイ ドル会議 (参加者のいない会議 ) の自動終了

• 会議時間の自動延長

• 個々の参加者の受信ボリュームおよび発信ボリュームの制御

• Auto Gain Control (AGC) による個々の参加者の雑音およびボリュー

ムの調整

• 参加者のエンドポイン トまたは電話からの DTMF コードによる会議

制御

• エン ト リー、 退席、 および会議終了の表示

• メディア暗号化

• すべての会議および参加者をアクテ ィブに表示 (安全な会議における

表示を制限するオプシ ョ ンあり )

• 各参加者の接続ステータスおよび設定のリアルタイムモニタ リング

• 参加者の複数のドラッグアンド ドロップ

• Call Detail Record (CDR) への容易なアクセス （管理者向け）

• すべてのシステムリソースのアクテ ィブな表示
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• クローズドキャプシ ョ ンは、 ビデオ会議にリアルタイムの字幕や言

語の翻訳を提供

• Continuous Presence モードでの会議におけるオペレーターアシスタ

ンスと参加者の移動

カード設定モード
サポート されているカード設定モードは、 以下の 2 種類です。

• MPM モード   - 現在およびすべての以前の RMX バージ ョ ンについ

て、 MPM カードでサポート されます。 

• MPM+ モード   - バージ ョ ン 4.0 以降について、 RMX にインストー

ルされた MPM+ カードでサポート されます。 提供される機能は以下

のとおりです。

－ その他のリソース。

－ システムリソース割り当てを超える制御の増加に対応する 2 種

類の ビデオ /音声リソース容量 リソース割り当てモード。

－ より適切なシステム管理に対応する拡張リソースレポート。

－ ビデオ解像度とビデオ画質の強化。

－ エコーとキーボードの消音  - 会議通話中に発生するエコーと

キーボードのノイズをサーチして検出します。

ワークステーションの要件
RMX Web Client および RMX Manager アプリケーシ ョ ンをインス トール

するには、 以下の要件を満たす必要があります。

• ハードウェア  - IIntel® Pentium® III、 1 GHz  以上、

1024 MB RAM、 空き容量 500 MB

• オペレーティングシステム  - Microsoft® Windows® XP、 Vista®

• ネッ トワークカード   - 10/100 Mbps

• ウェブブラウザ - Microsoft® Internet Explorer® バージ ョ ン 6 以降

.Net Framework 2.0 が必要です。これは自動的にインストールされます。
ActiveX のインストールがブロックされる場合、 RMX 2000 
Administrator’s Guide の「ActiveX Bypass (16-85ページ )」を参照してく
ださい。
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必須条件
本書は、 ユーザが以下の知識を備えていることを前提としています。

• Windows® XP または Vista® オペレーティングシステムおよびイン

ターフ ェースに関する知識

• Microsoft® Internet Explorer® バージ ョ ン 6 以降に関する知識

• ビデオ会議の概念および技術に関する基本知識

RMX Web Client のインストール時、Windows Explorer >インターネット 

オプション > セキュリティのタブでセキュリティのレベルを 中 またはそ
れ以下にしてください。
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初めての設置と設定
RMX 2000 を初めて設置および設定する場合は、 次の手順を実行します。

1 ハードウェアの設置とセッ トアップ

－ RMX をラックに取り付けます。  

－ 必要なケーブルを接続します。

2 ネッ トワーク装置情報およびアドレス情報の収集

－ RMX をネッ トワークに統合するために必要な情報を収集しま

す。

3 初期設定

－ RMX を登録します。

－ RMX の電源を入れます。

－ 管理ネッ トワークに変更を加えます。

－ デフォルトの IP ネッ トワークサービスを設定します。

－ ISDN/PSTN  ネッ トワークサービスを設定します。

ハードウェアの設置とセットアップ
RMX ユニッ トは、 換気の良い場所の 19 インチラックに取り付ける必要

があります。 RMX 2000 Hardware Guide の 「サイ ト要件 (1-4ページ )」

で説明されているサイ ト要件を遵守することが重要です。

ハードウェアの    

設置と                

セットアップ

ネットワーク装置
情報とアドレス情

報の収集

初期設定
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ラックへの RMX の取り付け

RMX をラックに取り付ける方法には、 次の 2 つがあります。

• ラックの取り付け金具を使用する - ラ ックの製造業者から提供され

た取り付け金具をラックに取り付けます。 RMX をラックの取り付け

金具の上に載せます。 RMX の前面の取り付け金具にある 4 つの穴か

らねじで RMX をラックに固定します。

• シェルフを使用する - ラックの製造業者から提供されたシェルフを

ラックに取り付けます。 RMX をシェルフの上に載せます。 RMX の

前面の取り付け金具にある 4 つの穴からねじで RMX をラックに固

定します。
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ケーブルの接続

次のケーブルをバックパネルに接続します。

• 電源ケーブル

• LAN 2 ポートへの LAN ケーブル

• PRI ポートへの E1/T1 ケーブル

LAN 1、LAN 3 および ShMG ポートから保護キャップを取り外さないでくださ
い。

電源
ケーブル

E1/T1 PRI 接続

LAN 2 接続

特に高速ビットレートでの通話環境では、会議の性能を最大限にするために、
1Gb の接続をお勧めします。
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ネットワーク装置情報およびアドレス情報の収集

IP サービス

RMX、 その管理アプリケーシ ョ ン、 および会議デバイスの間の通信を可

能にする IP アドレスとネッ トワークパラ メーターは、 次の 2 つの IP 

サービスに分類されます。 

• 管理ネッ トワーク  ( コン トロールユニッ ト )

• デフォルトの IP サービス (会議サービス )

初期設定を行う ときに、 これら  2 つのネッ トワークサービスのパラ メー

ターをローカルネッ トワークの設定に適合するように変更します。

管理ネットワーク
管理ネッ トワークでは、 RMX コン ト ロールユニッ ト と RMX Web Client 

の通信が可能です。 このネッ トワークは、 RMX を管理するために使用さ

れます。

RMX の出荷時のデフォルトの IP アドレスを表 2-1 に示します。

デフォルトの IP サービス (会議サービス )

デフォルトの IP サービス (会議サービス ) は、 RMX と会議デバイスの間

の通信を設定および管理するために使用されます。

IP ネットワークサービスの必須情報

RMX ユニッ ト を設置する際は、 ローカルネッ トワーク設定に合わせて、

これらのデフォルト  IP アドレスを変更する必要があります。 したがっ

て、 初めて RMX ユニッ トの電源を入れる前に、 表のローカルネッ ト

ワーク設定の項を埋めるのに必要な情報をネッ トワーク管理者から入手
することが重要です。 ネッ トワーク管理者は、

1 枚の MPM カードを備えた MCU にはローカルネッ トワークの 4 つの 

IP アドレスを、 2 枚の MPM カードを備えた MCU には 5 つの IP アドレ

スを割り当てる必要があります。

ハードウェアの   

設置と                

セットアップ

ネットワーク装置
情報とアドレス情

報の収集

初期設定
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表 2-1  ネットワーク装置情報およびアドレス情報

パラメーター 出荷時デフォルト
ローカルネットワーク設
定

コントロールユニッ
ト 

IP アドレス 

192.168.1.254

コントロールユニッ
ト
サブネットマスク

255.255.255.0

デフォルトのルー
ター IP アドレス

192.168.1.1

シェルフ管理 IP ア
ドレス

192.168.1.252

シグナリングホスト 

IP アドレス
-

メディアボード IP 

アドレス (MPM 1)
-

メディアボード IP 

アドレス (MPM 2)
-

ゲートキーパー IP 

アドレス (オプショ
ン )

-

DNS IP アドレス (

オプション )
-

SIP サーバ IP アド
レス (オプション )

-
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ISDN/PSTN サービス

ISDN/PSTN ネッ トワークサービスは、 ISDN/PSTN スイッチの設定と、

ISDN/PSTN スイッチから  RMX に取り付けられた ISDN カードまでの 

ISDN 回線の設定を定義するために使用されます。

ISDN/PSTN ネッ トワークサービスを設定する前に、 ISDN/PSTN サー

ビスプロバイダから次の情報を入手して く ださい。

• 切り替えタイプ

• 回線符号化およびフレーミング

• 番号プラン

• 番号タイプ

• ダイヤルイン番号範囲
 

RMX が公衆 ISDN ネットワークに接続されている場合は、外部 CSU または
類似の装置が必要です。
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初期設定
新規の RMX をセッ トアップするには、 4 つの手順を実行する必要があり

ます。 これらの手順は、 次の順序で実行することが重要です。

1 製品の登録

2 出荷時デフォルトの管理ネッ トワーク設定の変更

3 初回の電源投入と  MCU への接続

4 デフォルトの IP および ISDN/PSTN サービス設定の変更 (初期設定

ウィザード )

手順 1:製品の登録

RMX を使用できるようにするには、 製品を登録してアクテ ィベーシ ョ ン

キーを入手する必要があります。

初回の電源投入時に、 製品アクテ ィベーシ ョ ンダイアログボッ クスが表
示され、 アクテ ィベーシ ョ ンキーを入力するよう求められます。

アクティベーションキーの入手
1 次の Polycom Web サイ トの Service & Support ページにアクセスしま

す。 
http://portal.polycom.com

2 Email アドレスとパスワードでログインするか、 新しいユーザとして

登録します。

3 Product Registration を選択します。 

4 Product Registration および Product Activation の画面の指示に従いま

す (RMX のシリアル番号は、 ユニッ トの背面のシールにあります。

必要に応じて参照して ください )。

5 製品のアクテ ィベーシ ョ ンキーが表示されたら、 それを書き留める

かコピーして、 後で製品アクテ ィベーシ ョ ンダイアログボッ クスの

ハードウェアの   

設置と               

セットアップ

ネットワーク       

装置情報とアドレ
ス情報の収集

初期設定
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アクテ ィベーシ ョ ンキーフ ィールドに貼り付けられるようにしてお
きます。

手順 2:出荷時デフォルトの管理ネットワーク設定の変更

管理ネットワークの定義
管理ネッ トワークの定義は、 次の 2 つの方法で行う ことができます。  

• USB キー (推奨される方法)  システムには USB キーが付属しており、

コン ト ロールユニッ ト とシェルフ管理のデフォルトの IP アドレスが

格納されています。

これらのデフォルトは、 最初に PC で変更し、 次に RMX にアップ

ロード します。

• 直接接続 - RMX とコンピュータの間にプライベートネッ トワークを

作成し、 RMX Web Client の初期設定ウィザードを使用して管理ネッ

トワークのパラメーターを変更します。

詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の 「Configuring 

Direct Connections to RMX (G-1ページ )」 を参照して ください。

USB キーの設定の変更

USB キーにはテキスト ファイルの lan.cfg が格納されており、 これには出

荷時の IP アドレスパラ メーターが保持されています。 これらのパラメー

ターは、 LAN Configuration Utility を使用してローカルネッ トワーク設定

に合わせて変更する必要があります。 また、 USB キー上でも変更する必

要があります。

USB キーの設定を変更するには

1 USB キーをワークステーシ ョ ンに差し込み、 LanConfigUtility.exe 

をダブルクリ ックしてユーテ ィ リテ ィ を起動します。

LAN Configuration Utility ダイアログボックスが開きます。
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2 ネッ トワーク管理者から提供された情報を使用して、 ユーテ ィ リ

テ ィのダイアログボッ クスの次のパラメーターを変更します。 

－ コン ト ロールユニッ ト  IP アドレス

－ シェルフ管理 IP アドレス

－ サブネッ トマスク

－ デフォルトのルーター IP アドレス

3 OK をクリ ックします。
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手順 3:初回の電源投入と MCU への接続

USB キーを使用して初回の電源投入を行うには

1 変更済みの IP アドレスが格納された USB キーを  RMX のバックパネ

ルにある USB ポートに挿入します。

2 RMX の電源を入れます。

電源投入中に lan.cfg ファイルのパラメーターが USB キーから  RMX 

のメモリにアップロード されて適用されます。

システムの起動は、 5分程度かかることがあります。

初回の電源投入中は、 管理および IP ネッ トワークサービスの両方が

定義されるまで RMX のフロン トパネルの 赤色の ERR LED は ON 

のままです。

RMX の設定が完了すると  (管理および IP ネッ トワークサービスを

含む )、 システムエラーがなければ、 (RMX のフロン トパネルの ) 

CNTL モジュールの緑色の RDY LED が ON になります。

3 USB キーを抜き取ります。

4 ワークステーシ ョ ンで RMX Web Client アプリケーシ ョ ンを起動しま

す。
2-10



Polycom RMX 2000 スタートアップガイド
a ブラウザのアドレス行に、 コン ト ロールユニッ トの IP アドレス

を次の形式で入力します。 http://< コン ト ロールユニッ ト  IP ア

ドレス >。 これは、 USB キーで定義されているものと同じです。 

b Enter キーを押します。

RMX Web Client のログイン画面が表示されます。 RMX Web クライ

アン トのメイン画面に MCU 状態インジケーターが進行状況を表示 

 して、 システムのスタートアップが完了するまで

の残り時間を示します。

5 RMX Web Client のログイン画面で、 デフォルトのユーザ名 

(POLYCOM) とパスワード  (POLYCOM) を入力し、 ログインをクリ ック

します。

RMX Web Client が起動し、 製品アクテ ィベーシ ョ ンダイアログボッ

クスが、 下図のようにシリアル番号が入力された状態で表示されま
す。

6 前の手順で入手した製品アクテ ィベーシ ョ ンキーをアクテ ィベー

シ ョ ンキーフ ィールドに入力するか貼り付けます。

7 OK をクリ ックします。

アクテ ィベーシ ョ ンキーを入手していない場合、 Polycom リソース

センターをクリ ックして、 Polycom Web サイ トの Service & Support 

ページにアクセスします。

詳細については、 「アクテ ィベーシ ョ ンキーの入手 (2-7ページ )」 を

参照して ください。
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再起動を求めるダイアログボックスが表示されます。

8 ダイアログボッ クスで、 いいえをクリ ックします。 

デフォルトの IP ネッ トワークサービスが定義されていないので、 初

期設定ウィザードが自動的に起動します。

手順 4:デフォルトの IP サービスおよび ISDN/PSTN ネットワーク
サービス設定の変更

初期設定ウィザードでは、 デフォルトの IP サービスを設定できます。 こ

のウィザードは、 デフォルトの IP ネッ トワークサービスが定義されてい

ない場合は自動的に起動します。 この自動起動は、 初回の電源投入時、
サービスが定義される前、 またはデフォルトの IP サービスを削除し、

RMX を再起動した場合に発生します。

初期設定ウィザードの IP 管理サービスタブは、出荷時デフォルトの管理 

IP アドレスが変更されていない場合にのみ有効になります。
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初期設定ウィザード
1 必須の IP 情報をダイアログボックスに入力します。 

  

表 2-2  初期設定ウィザード  IP シグナリング

フィールド 説明

ネットワークサー
ビス名

初期設定ウィザードによって、Default IP Service 

という名前が IP ネットワークサービスに割り当て
られます。この名前は変更できます。
メモ : このフィールドは、すべての IP シグナリン
グダイアログボックスで表示され、Unicode エン
コーディングを使用する文字セットを含むことがで
きます。

シグナリングホス
ト 

IP アドレス

IP エンドポイントから MCU にダイヤルインすると
きに使用するアドレスを入力します。
RMX からのダイヤルアウトは、このアドレスから
開始されます。
このアドレスは、RMX をゲートキーパーまたは 

SIP プロキシサーバに登録するために使用されま
す。
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第 2-初めての設置と設定 章
2 次へをクリ ックします。

3 必須のルータ情報をダイアログボッ クスに入力します。

MPM/MPM+ 1 

IP アドレス
ネットワーク管理者から入手した メディアカード 

MPM/MPM+ 1 および MPM/MPM+ 2 (インストール
されている場合 ) の IP アドレスを入力します。エン
ドポイントは、これらのアドレスを使用して会議に
接続し、通話メディア (ビデオ、音声、およびコン
テンツ ) を送信します。

MPM/MPM+ 2 

IP アドレス

サブネットマスク MCU のサブネットマスクを入力します。 
デフォルト値 : 255.255.255.0.

RMX 上でセキュリティ保護された通信が必要な場合 :初期設定ウィザー
ドを完了し、ログインして、証明書をインストールしてから安全な通信
モードを有効にします。 

表 2-2  初期設定ウィザード  IP シグナリング (続き )

フィールド 説明
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4 次へをクリ ックします。

5 必須の DNS 情報をダイアログボッ クスに入力します。

表 2-3  初期設定ウィザード - ルータ

フィールド 説明

デフォルトのルータ 

IP アドレス
デフォルトのルータの IP アドレスを入力しま
す。
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6 次へをクリ ックします。

表 2-4  初期設定ウィザード  DNS

フィールド 説明

MCU ホスト名 ネットワーク上の MCU の名前を入力します。
デフォルトの名前は RMX です。

DNS 次のように選択します。
• オフ - ネットワーク内で DNS サーバが使用さ
れていない場合

• 指定 - DNS サーバの IP アドレスを入力する場
合

メモ : IP アドレスのフィールドは、指定を選択し
た場合にのみ有効になります。

ホスト名を DNS 

サーバに自動的に
登録する

MCU シグナリングホストおよびシェルフ管理を 

DNS サーバに自動的に登録するには、このオプ
ションを選択します。

ローカルドメイン
名

MCU がインストールされたドメインの名前を入力
します。

プライマリ DNS 

サーバの IP アド
レス

プライマリ DNS サーバの静的 IP アドレス。
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7 IP ネッ トワークタイプを、 H.323、 SIP、 または H.323 & SIP から選

択します。

 

8 次へをクリ ックします。

9 SIP を選択した場合のみ、 ステップ 13 に進みます。 

10 必須のゲートキーパー情報をダイアログボッ クスに入力します。
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表 2-5  初期設定ウィザード  ゲートキーパー

フィールド 説明

ゲートキーパー ゲートキーパー IP アドレスの設定を有効にするに
は、指定を選択します。
オフを選択すると、すべてのゲートキーパーオプ
ションが無効になります。

プライマリゲートキーパー

IP アドレスまたは
名前

ゲートキーパーのホスト名 (DNS サーバが使用され
ている場合 ) か、IP アドレスのいずれかを入力しま
す。

ゲートキーパーの 

MCU プレフィッ
クス

MCU が MCU 自身をゲートキーパーに登録すると
きに使用する文字列を入力します。
ゲートキーパーは通話を MCU に転送するとき、こ
の文字列を使用して MCU を識別します。 
H.323 エンドポイントは MCU にダイヤルすると
き、ダイヤルイン文字列の一部としてこの番号を使
用します。

エイリアス

エイリアス ネットワーク内の RMX のシグナリングホストを識
別するエイリアス。各 RMX に最大 5 つのエイリア
スを定義できます。
メモ : ゲートキーパーを指定する場合は、少なくと
も 1 つのプリフィックスまたはエイリアスをこの
テーブルに入力する必要があります。
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11 次へをクリ ックします。

12 H.323 を選択した場合のみ、 ステップ 15 に進みます。

13 必須の SIP サーバ情報をダイアログボッ クスに入力します。

 

タイプ タイプでは、カードのエイリアスがゲートキーパー
に送信されるときの形式を定義します。各エイリア
スのタイプは異なってもかまいません。
• H.323 ID (英数字 ID)

• E.164 (数字の 0 ～ 9、* 、#)

• Email ID (電子メールアドレス形式、 
例 abc@example.com)

• 参加者番号 (数字の 0 ～ 9、*、#)

メモ : すべてのタイプがサポートされていますが、
使用されるエイリアスのタイプは、ご使用のゲート
キーパーの機能によって異なります。

表 2-5  初期設定ウィザード  ゲートキーパー (続き )

フィールド 説明
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表 2-6  初期設定ウィザード  SIP サーバ

フィールド 説明

SIP サーバ 次のように選択します。
• 指定 - SIP サーバを手動で設定する場合

• オフ - ネットワーク内に SIP サーバが存在しな
い場合

SIP サーバ IP アド
レス

優先する SIP サーバの IP アドレスまたはホスト名 

(DNS サーバが使用されている場合 ) のいずれかを
入力します。

トランスポートタ
イプ

SIP サーバでサポートされるプロトコルに基づい
て、MCU と SIP サーバまたはエンドポイントの間
のシグナリングに使用するプロトコルを選択しま
す。

UDP – シグナリングに UDP を使用するには、この
オプションを選択します。
TCP – シグナリングに TCP を使用するには、この
オプションを選択します。
TLS – シグナリングホストはセキュリティで保護さ
れたポート 5061 のみをリスンし、すべての発信接
続はセキュリティで保護された接続として確立され
ます。SIP クライアントまたはサーバからの安全で
ないポートへの通話は拒否されます。                       
次のプロトコルがサポートされています。
• TLS 1.0

• SSL 2.0

• SSL 3.0
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14 次へをクリ ックします。

必須のセキュリテ ィ情報をダイアログボッ クスに入力します。

15 次へをクリ ックします。

表 2-7  初期設定ウィザード - セキュリティ

フィールド 説明

認証
ユーザ名

会議、エントリーキュー、またはミーティングルー
ムの名前を、プロキシに登録されているとおりに入
力します。
このフィールドには、最大 20 の ASCII 文字を入力
できます。

認証
パスワード

会議、エントリーキュー、またはミーティングルー
ムのパスワードを、プロキシで定義されているとお
りに入力します。
このフィールドには、最大 20 の ASCII 文字を入力
できます。
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IP ネッ トワークサービスが作成されたことが示されます。

16 OK をクリ ックします。

初期の RMX セッ トアップ中に RTM ISDN カードの存在が検出され

ると、 初期設定ウィザードの ISDN /PSTN ネッ トワークサービス定

義画面が有効になります。

RMX に RTM ISDN カードがない場合または ISDN/PSTN ネッ ト

ワークサービスを定義しない場合は、 ステップ 33 に進みます。

初期設定ウィザードの ISDN/PSTN 設定シーケンスは、 ISDN/PSTN 

ダイアログボッ クスから始まります。

システムに RTM ISDN カードがインストールされていなくても、新規の
ISDN/PSTN ネットワークを定義できます。この場合、ISDN/PSTN ネッ
トワークサービス ->新規サービスの追加ダイアログボックスでのみ定義
可能です。
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17 次のパラ メーターを定義します。    

18 次へをクリ ックします。

表 2-8  初期設定ウィザード - ISDN サービス設定

フィールド 説明

ネットワークサービ
ス名

サービスプロバイダ (キャリア ) 名またはその他
の任意の名前を 20 文字以内で指定します。ネッ
トワークサービス名により、ISDN/PSTN サービ
スはシステムで識別されます。
デフォルトの名前 :ISDN/PSTN サービス
メモ :このフィールドは、すべての ISDN/PSTN 

ネットワーク設定タブで表示され、Unicode エン
コーディングを使用する文字セットを含むことが
できます。

スパンタイプ サービスプロバイダから提供された、RMX に接
続されているスパン (ISDN/PSTN) 回線のタイプ
を選択します。各スパンは、それぞれ別のネット
ワークサービスとして定義することができます。
または、同一キャリアから提供されたすべてのス
パンを同一ネットワークサービスの一部として定
義することができます。 
次のいずれかを選択します。
• T1 (米国  23 本の B チャネル + 1 本の D チャ
ネル )

• E1 (ヨーロッパ  30 本の B チャネル + 1 本の 

D チャネル )

デフォルト :T1

メモ :RMX でサポートされるのは、1 つの スパ
ンタイプ (E1 または T1) だけです。最初のスパン
をタイプ E1 として定義した場合、後で定義する
その他のスパンもすべてタイプ E1 とする必要が
あります。

サービスタイプ サポートされるサービスタイプは PRI のみです。
自動的に選択されます。
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PRI 設定ダイアログボッ クスが開きます。

 

19 次のパラメーターを定義します。 

表 2-9  初期設定ウィザード  PRI 設定

フィールド 説明

デフォルトの番号
タイプ

デフォルトの番号タイプをリストから選択します。
番号タイプは、システムによるダイヤル番号の処
理方法を定義します。たとえば、8 桁のダイヤル番
号を入力する場合、それが国内であるか国際であ
るかが番号タイプによって決まります。 
PRI 回線がネットワークスイッチを介して RMX に
接続されている場合、番号タイプでの選択内容は
特定の PRI 回線への通話をルーティングするため
に使用されます。ダイヤル番号をネットワークで
解釈させて通話をルーティングする場合は、不明
を選択します。
デフォルト :不明
メモ : E1 スパンの場合、このパラメーターはシス
テムによって設定されます。
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20 次へをクリ ックします。

番号プラン サービスプロバイダから入手した情報に従って、
シグナリングのタイプ (番号プラン ) をリストから
選択します。
デフォルト :ISDN

メモ : E1 スパンの場合、このパラメーターはシス
テムによって設定されます。

ネットワークの種
類 

サービスプロバイダ (キャリア ) によってサービス
プログラムが使用されている場合は、適切なサー
ビスプログラムを選択します。
サービスプロバイダによっては、使用できるサー
ビスプログラムを数個持っている場合があります。 
デフォルト :なし

ダイヤルアウトプ
リフィックス

PBX がダイヤルアウトするために必要なプリ
フィックスを入力します。ダイヤルアウトプリ
フィックスが不要な場合は、このフィールドを空
白のままにします。
このフィールドは空白にするか、0 ～ 9999 の数値
を入力できます。
デフォルト :空白

表 2-9  初期設定ウィザード  PRI 設定 (続き )

フィールド 説明
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スパン定義ダイアログボッ クスが開きます。

21 次のパラメーターを定義します。

表 2-10  初期設定ウィザード - スパン定義

フィールド 説明

フレーミング キャリアがネットワークインターフェース用に使
用するフレーミングフォーマットをリストから選
択します。
• T1 スパンの場合、デフォルトは SFSF です。

• E1 スパンの場合、デフォルトは FEBE です。

サイド 次のオプションのいずれかを選択します。
• ユーザーサイド (デフォルト )                      

• ネットワークサイド                                        

• シンメトリックサイド                                                                

メモ : PBX がネットワークサイドで設定されて
いる場合は RMX ユニットをユーザサイドとし
て設定する必要があり、PBX がユーザサイドで
設定されている場合は RMX ユニットをネット
ワークサイドとして設定する必要があります。
あるいは、どちらも対称的に設定する必要があ
ります。
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22 次へをクリ ックします。

23 追加をクリ ックして、 ダイヤルイン番号の範囲を定義します。

電話番号の追加ダイアログボッ クスが開きます。

回線符号化 PRI の回線符号化方式をリストから選択します。

• T1 スパンの場合、デフォルトは B8ZS です。
• E1 スパンの場合、デフォルトは HDB3 です。

切り替えタイプ サービスプロバイダの電話局に設置されたスイッ
チ装置のブランドとリビジョンレベルを選択しま
す。
• T1 スパンの場合、デフォルトは AT&T 4ESS で
す。

• E1 スパンの場合、デフォルトは EURO ISDN 

です。

表 2-10  初期設定ウィザード - スパン定義

フィールド 説明
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24 次のパラメーターを定義します。 

25 OK をクリ ックします。

新しい範囲がダイヤルイン電話番号テーブルに追加されます。

26 オプシ ョ ン。 ステップ  23～ 24  を繰り返して、 追加のダイヤルイン

範囲を定義します。

27 電話タブで、 MCU CLI (Calling Line Identification) を入力します。 

ダイヤルイン接続では、 MCU CLI は参加者がダイヤルする MCU の

番号を示します。 ダイヤルアウト接続では、 参加者に表示される 

MCU (CLI) 番号を示します。

28 保存 & 続行をクリ ックします。

保存 & 続行をクリ ックすると、 戻るボタンを使用して前の設定ダイ

アログボックスに戻ることができな く なります。

ISDN/PSTN ネッ トワークサービスが作成され、 ISDN/PSTN ネッ ト

ワークサービスのリス トに追加されます。

システムが ISDN/PSTN ネッ トワークサービスを作成できない場合

は、 原因を示すエラーメ ッセージが表示されます。 このメ ッセージ
から、 初期設定ウィザードの適切なダイアログボッ クスにアクセス
し、 修正作業を行う ことができます。

29 OK をクリ ックして、 設定を続行します。

表 2-11  初期設定ウィザード - 電話番号の追加

フィールド 説明

最初の番号 電話番号範囲の最初の番号

最後の番号 電話番号範囲の最後の番号。

• 1 つの範囲に最低 2 件のダイヤルイン番号を含む必要があります。

• 1 つの範囲に 1000 以上のダイヤルイン番号を含むことはできません。
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スパンダイアログボッ クスが開き、 次の読み取り専用フ ィールドが
表示されます。

－ ID - ISDN RTM カード上のコネクタ  (PRI1 ～ PRI12)。

－ スロッ ト  - ISDN/RTM カード接続先の MPM カード  

(MPM 1 または MPM 2)。

－ サービス - スパンが割り当てられている ISDN/PSTN ネッ トワー

クサービス。

－ クロックソース - ISDN シグナリング同期化がプライマリまたは

セカンダリのクロックソースによって提供されているかどうか

を示します。 最初に同期化するスパンがプライマリクロック
ソースになります。 

－ 状態 - スパンのシステムアラート レベル (重要、 軽度 )。 アラー

トに関連付けられたスパンがない場合、 この列には何も表示さ
れません。

30 添付フ ィールドのチェ ッ クボッ クスをクリ ッ クにして、 スパン (E1 

回線または T1 PRI 回線 ) を、 ネッ トワークサービス名フ ィールドに

示されているネッ トワークサービスに添付します。

スパンテーブルに、 システム内のすべてのスパンとすべての ISDN 

ネッ トワークサービスの設定が表示されます。

初期設定で初期設定ウィザードを使用するとき、 システム内で最初
の ISDN/PSTN ネッ トワークサービスを定義します。 スパンは、 こ

のサービスにしか添付できません。

スパン
テーブル

添付された
スパン
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RMX Web Client で ISDN/PSTN ネッ トワークサービス > 新規 PSTN 

サービスボタンを使用して、 追加の ISDN/PSTN ネッ トワークサー

ビスを定義できます。

RMX Web Client で ISDN/PSTN ネッ トワークサービス > ISDN 

Properties > スパンタブを使用して、 ISDN ネッ トワークサービス間

でスパンを添付したり、 移動したりできます。

各 ISDN/RTM カードは、最大 7 本の E1 回線または 9 本の T1 PRI 回

線をサポート します (E1 および T1 接続は同時に使用できません )。

31 次へをクリ ックします。

システムフラグ ダイアログボッ クスが表示されます。
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32 必須のシステムフラグ情報をダイアログボッ クスに入力します。

これらのフラグは、 必要に応じて後で変更することができます。 そ
れには、 セッ トアップメニューからシステム設定オプシ ョ ンを選択

します。 詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の 

「System Configuration (16-10ページ )」 を参照して ください。

33 保存 & 閉じるをクリ ックします。

正常に設定されたことが示されます。

表 2-12  初期設定ウィザード  システムフラグ

フィールド 説明 /デフォルト

会議 ID 長 

(MCU       

割り当て )

MCU によって割り当てられる
会議 ID の桁数。
範囲 :2 ～ 16 (デフォルト : 5)

メモ : 2 桁を選択する
と、同時に進行する
会議が 99 件に制限さ
れます。

最小会議 ID 

長 (ユーザ  

サイド )

数字 ID を会議に手動で割り当
てるときにユーザが入力しな
ければならない最小の桁数。 
範囲 :2 ～ 16 (デフォルト : 4)

最大会議 ID 

長 (ユーザ  

割り当て )

数字 ID を会議に手動で割り当
てるときにユーザが入力でき
る最大の桁数。 
範囲 :2 ～ 16 (デフォルト : 8)

MCU 表示名 MCU 名は、エンドポイントの画面に表示されます。
デフォルトの名前 : Polycom RMX 2000

議長退席時に
会議を終了す
る

はい (デフォルト ) を選択すると、他に接続されている
参加者がいる場合でも、議長が退席したときに会議が終
了します。
いいえを選択すると、会議はあらかじめ決められていた
終了時刻か、すべての参加者が会議から切断したときに
自動的に終了します。

会議時間の自
動延長

はい  (デフォルト ) を選択すると、接続されている参加
者がいて使用可能なリソースがある限り、RMX で実行
されている会議が自動的に延長されます。 
MCU によって許可される最大延長時間は 30 分です。
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34 Success Message ボッ クスで、 OK をクリ ックします。

35 Reset Confirmation ダイアログボッ クスで、 はい をクリ ックします。

36 「システムがリセッ ト されるまでお待ち ください」 という メ ッセージ

ボックスで、 OK をクリ ックします。

37 ログイン画面が表示されるまで、 ブラウザをリフレッシュ機能で何

回か更新して く ださい。

38 ログイン画面が表示されたら、 ユーザ名とパスワードを入力し、 ロ

グインをクリ ックします。

初めての入力では、 デフォルトのユーザ名とパスワードはどちらも  

POLYCOM です。

RMX Web クライアン トのメイン画面で MCU 状態インジケーター

 が進行状況を表示して、 システムのスタートアッ

プが完了するまでの残り時間を示します。

39 管理者の権限を持つユーザを新規作成して、 デフォルトユーザ 

(POLYCOM) を削除します。

セキュリテ ィ を確保するため、 このステップを実行し終わるまで、
システムは完全に設定されません。 

詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の 第 11章 「Users, 

Connections and Notes (11-1ページ )」 を参照して ください。

システムが完全に設定された状態で、 システムエラーがなければ、
(RMX のフロン トパネルの ) CNTL モジュールの緑色の RDY LED が 

ON になります。

ユーザ定義

RMX は、 POLYCOM という名前のデフォルトの管理者が設定された状

態で出荷されます。 別の承認済み管理者ユーザを定義したら、 承認され
ていないユーザがシステムにログインするのを防ぐために、 デフォルト
のユーザを削除することをお勧めします

詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の 「Deleting a User 

(11-4ページ )」 を参照して ください。

システムの再起動は、5分程度かかることがあります。
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RMX Web Client言語の選択

デフォルトでは、 RMX Web クライアン ト インターフ ェイスは英語のみ

で表示されます。 ただし、 システム管理者はログイン画面で選択可能な

言語を指定できます。 これらの言語は、 国旗で示されます。

ログイン画面の言語設定を選択するには

1 RMX メニューで設定 >他言語設定を選択します。

2 RMX Web クライアン トのログイン画面に表示する言語のチェ ック

ボックスをクリ ックします。 詳細については、 RMX 2000 

Administrator’s Guide の 「Multilingual Setting (16-67ページ )」 を参照

して ください。

選択した言語がブラウザまたはワークステーシ ョ ンのオペレーティ
ングシステムでサポート されていない場合、 RMX Web Client は英語

で表示されます。

3 OK をクリ ックします。

4 RMX からログアウト して、 再接続します。 

ログイン画面に選択した言語のフラグが表示されます。

RMX のデフォルトの会議設定
RMX は、 デフォルトの会議エンテ ィテ ィが事前に設定された状態で出荷

されます。 RMX ユーザおよび参加者は、 これらのエンテ ィテ ィ を使用し

て、 それ以上設定することな く、 開催中の会議を開始できます。
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デフォルトの会議エンテ ィテ ィは次のとおりです。 

表 2-13  会議エンティティ

エンティティ 説明

ミーティングルー
ム

リソースを使用することなく MCU に保存される会議。
最初の参加者がダイヤルインしたときにアクティブにな
ります。
次の 4 つのミーティングルームがあらかじめ用意されて
います。
名前 ID

Maple_Room   1001

Oak_Room   1002

Juniper_Room   1003

Fig_Room   1004

各ミーティングルームには、Factory Video Profile と呼ば
れる 384Kbps で実行されるデフォルトの会議プロファイ
ルが使用され、デフォルトの会議時間は 1 時間です。

会議プロファイル 名前 : Factory Video Profile

会議プロファイルは、ミーティングルームに割り当てら
れ、回線速度やビデオ解像度などの会議パラメーターを
定義します。
Factory Video Profile には、ビットレートが 384Kbps の
ビデオ会議パラメーター、自動レイアウト、および 

Polycom Skin が含まれています。このプロファイルで
は、会議 IVR サービスと呼ばれる IVR サービスが使用さ
れます。
レガシーエンドポイントへのコンテンツ送信、エコー消
音およびキーボードノイズ消音が有効になります。

会議 IVR サービ
ス

名前 : 会議 IVR サービス
会議 IVR サービスには、オプションのビデオスライド
と、参加者の接続プロセス中および会議中に再生される
すべての音声メッセージが含まれています。 
会議 IVR サービスには、英語の一連の音声プロンプトと
オプションのビデオスライドが含まれています。
このサービスにより、参加者の会議への接続が自動化さ
れます。
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エントリーキュー 名前 ID

DefaultEQ   1000

エントリーキューを使用すると、1 つのダイヤルイン番
号をすべての会議に使用できます。参加者はエントリー
キューで、目的の会議へのルーティングされるための情
報を入力するよう求められます。
DefaultEQ と呼ばれるデフォルトのエントリーキューが
用意されています。
デフォルトのエントリーキューも、参加者が会議または 

MCR 上で開催中の会議で使用されていないミーティン
グルーム ID を入力して定義しなくても、新たな会議を
開始できる Ad Hoc 会議に設定されます。これには Entry 

Queue IVR Service という名称のエントリーキュー IVR 

サービスを使用します。
エントリーキューに接続すると、参加者のエンドポイン
トにデフォルトのようこそスライドが表示され、デフォ
ルトのミーティングルームがリストされます。参加者
は、いずれかのミーティングルームを選択するか、別の 

ID を入力して新しい会議を開始することができます。
通過エントリーキューが定義されない場合、DefaultEQ 

がデフォルトの通過エントリーキューとして適用されま
す。詳細については、  RMX 2000 Administrator’s Guide 
の 「Transit Entry Queue (4-8ページ )」を参照してくだ
さい。
メモ :メモ : ISDN/PSTN ダイヤルイン番号は、ネット
ワークサービスで定義されるダイヤルイン番号の範囲に
属すため、エントリーキューには割り当てられません。
ISDN または PSTN 参加者の接続をエントリーキューに
対して有効にするには、手動で割り当てる必要がありま
す。詳細については、  RMX 2000 Administrator’s Guide 
の「ISDN/PSTN Network Services (12-26ページ )」 を参
照してください。

表 2-13  会議エンティティ (続き )

エンティティ 説明
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エントリーキュー 

IVR サービス
名前 : エントリーキュー IVR サービス
参加者に MCU への接続プロセスを示し、参加者を目的
の会議にルーティングするために使用されるすべての音
声メッセージおよびビデオスライドが含まれています。
エントリーキュー IVR サービスは、デフォルトのエント
リーキュー用に提供されるデフォルトのエントリー
キュー IVR サービスです。

表 2-13  会議エンティティ (続き )

エンティティ 説明
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RMX のデフォルト会議設定のカスタマイズ

会議エンテ ィテ ィは、 独自の要件に合わせてカスタマイズできます。

• さまざまな組織、 ユーザ、 言語などに合わせて音声プロンプトやビ

デオスライドをカスタマイズするには、 まず必要なメ ッセージを録
音し、 ビデオスライ ドを作成してから、 適切な会議 IVR サービスま

たはエン ト リーキュー IVR サービスを作成します。

作成したサービスは、 適切な会議プロファイルまたはエン ト リー
キューに割り当てる必要があります。 詳細については、 RMX 2000 

Administrator’s Guide の 「IVR Services (13-1ページ )」 を参照して く

ださい。

• 会議ビッ ト レート、 会議に固有のビデオレイアウト、 ビデオ表示に

使用する背景 ( スキン ) など、 会議設定を変更するには、 新しい会

議プロファイルを作成します。 

このプロファイルは、 新しい開催中の会議、 ミーテ ィ ングルーム、
および単一ダイヤルのエン ト リーキューを定義するために使用でき
ます。

詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の 「Defining 

Profiles (1-8ページ )」 を参照して ください。

• ISDN 参加者が単一ダイヤルエン ト リーキューまたはミーティ ング

ルームに接続できるようにするには、 ダイヤルイン番号を事前に設
定されるエン ト リーキューおよびミーテ ィ ングルームに割り当てる
必要があります。

384 Kbps (デフォルトのエン ト リーキューの設定 ) 以外の回線速度

で参加者が単一ダイヤルエン ト リーキューに接続できるようにする

には、 または、 別の言語で音声メ ッセージを再生するには、 新しい
エン ト リーキューを作成します。

詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の  「Defining a 

New Entry Queue IVR Service (13-25ページ )」 を参照して ください。

• あらかじめ定義した会議パスワードおよび議長パスワードで、 組織

内のユーザ向けにミーテ ィングルームをパーソナライズできます (

セキュリテ ィ を強化するため )。 それによって、 権限のあるユーザだ

けに開催中の会議の開始を許可することができます。 

詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の 「Meeting Rooms 

(3-1ページ )」 を参照して ください。
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• 会議エンテ ィテ ィは、 主に、 事前の参加者定義がないダイヤルイン

参加者向けに設計されています。 MCU がダイヤルする参加者のリ

ストが記述された自分用のアドレス帳を作成できます。 一度定義さ
れた参加者は開催中の会議に追加できるので、 再度定義する必要が
ありません。

詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の 「Address Book 

(5-1ページ )」 を参照して ください。
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3

基本操作
RMX Web Client を使用して実行される最も一般的な操作は、次のとおりです。
• 会議の開始、モニタリング、および管理                                                                     

• 個人またはグループとしての参加者およびエンドポイントのモニタリングと
管理                                                                                                                             

－ 参加者 - エンドポイン ト を使用して会議に接続する個人。 ルー

ムシステムを使用する場合は、 複数の参加者が 1 つのエンドポ

イン ト を使用します。

－ エンドポイン ト  -  電話をかけることができ、 MCU または他の

エンドポイン トからの電話を受けることのできるハードウェア
デバイスまたはデバイスセッ ト。 たとえば、 電話、 PC に接続さ

れたカメラとマイク、 統合型ルームシステム (会議システム ) な

どがエンドポイン トです。

－ グループ  共通の名前を持つ参加者またはエンドポイン トの集

合。

RMX Web Client の起動
始める前に、システム管理者から次の情報を入手する必要があります。                           
• ユーザ名                                                                                                                             

• パスワード                                                                                                

• MCU コントロールユニットの IP アドレスRMX                                                                          
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Web Client を起動するには 

1 ブラウザのアドレス行に次のように入力します。

http://< コン トロールユニッ トの IP アドレス >。 入力したら、

Enter キーを押します。

ログイン画面が表示されます。

2 ユーザ名とパスワードを入力し、 ログインボタンをクリ ッ クします。

初めての入力では、 デフォルトのユーザ名とパスワードはどちらも  

POLYCOM です。 

RMX Web Client のメイン画面が表示されます。

RMX
Manager

インストーラ
へのリンク

ログイン画面には RMX Manager インストーラへのリンクが表示されます。 
RMX Manager は RMX Web Client よりも操作が迅速で、特に配備されたワー
クステーションが次のような影響を受ける場合に RMX 管理タスクの効率性を
高めます :

• LAN/WAN 環境での帯域幅の制約によるパフォーマンスの低下

• 各種ウィルス対策アプリケーションのフィッシング防止コンポーネントが
原因と考えられる低速動作と通信切断

詳細については、RMX 2000 Administrator’s Guide  の 「RMX Manager 」 
(16-1ページ )を参照してください。
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RMX Web Client の画面コンポーネント
RMX Web Client のメイン画面は、次の 5 つのウィンドウで構成されます。     
• 会議リスト                                                                                                    

• リスト                                                                                                       

• RMX管理                                                                                                       

• ステータスバー                                                                                             

• アドレス帳                                                                                                             

• 会議テンプレート                                                                                                     

議長、オペレーター、または管理者の権限を持つユーザとしてログインできま
す。使用できる表示とシステム機能は、認証レベルによって異なります。 詳細に
ついては、RMX 2000 Administrator’s Guide  の 「Users, Connections and Notes 」 
(11-1ページ )を参照してください。管理者の場合の表示は、下図のようになり
ます。  

メ イン画面はカスタマイズできます。 詳細については、 「メ イン画面のカ
スタマイズ 」 (3-12ページ ) を参照して ください。

会議リスト

リスト 

ステータス
バー

RMX

管理

アドレス帳

会議                    

テンプレート
タブ
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表示およびシステム機能に関する許可

RMX Web Client ユーザが使用できる表示およびシステム機能は、 各ユー

ザに割り当てられた認証レベルによって異なります。 表 3-1 に、 認証レ

ベルの要約を示します。

表 3-1  表示およびシステムに関する許可

認証レベル

議長 オペレーター 管理者

表示許可

会議リスト � � �

リスト � � �

アドレス帳 � � �

会議テンプレート � �

ステータスバー � �

RMX 管理 � �

会議アラーム � �

会議ステータス � �

設定 � �

システム機能

会議の開始 � � �

会議のモニタリング � � �

参加者のモニタリング � � �

基本的な問題の解決 � �

MCU 設定の変更 �
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会議リスト

オペレーターまたは管理者 の権限を持つユーザとしてログインした場合

:

会議ウィンドウには、MCU で現在実行されているすべての会議がステータス、
会議 ID、開始時間、終了時間のデータとともにリストされます。このウィンド
ウのタイトルには、開催中の会議の数が表示されます。

会議リストのツールバーには、次のボタンがあります。                                                
• 新規会議 - 新規開催中の会議を開始します。                                                            
• 会議の削除 - 選択した会議を削除します。                                                                          
会議レコーディングが有効になっている場合には、 以下が色付きで
表示されます。

－ レコーディングの開始 /再開  レコーディングを開始 /再開しま

す。

－ レコーディングの停止  レコーディングを停止します。

－ 休止 -  開始 /再開ボタンを切り替えます。

議長の権限を持つユーザとしてログインした場合 :

• 自分が開始した会議、パスワードを入力した会議、または議長パスワードが
割り当てられていない会議のリストをモニタリングできます。                                

• 議長パスワードフィールドとリフレッシュボタンが表示されます。 
Refresh ボタンでは、議長パスワードは変わりません。会議リストを更新し

監査ファイルを閲覧およびシステムを監査できるユーザーのタイプとして、
議長、オペレーター、管理者の他に監査役があります。詳細については、
RMX 2000 Administrator’s Guide  「Auditor 」 (16-75ページ )を参照してくだ
さい。

ツールバー
リストの
ヘッダー

会議データ

新規会議

会議の削除
レコーディングを停止
レコーディングの開始 /再開 /休止テンプレートに

会議を保存
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て、要求されたパスワードで開催中のすべての会議を表示します。
詳細については、を参照してください。                                                                                                           

• 議長パスワード列は、 会議データに含まれます。

リストウィンドウ

リス トウィンドウには、 会議ウィンドウまたは RMX 管理ウィンドウで
選択した項目の詳細が表示されます。 ウィ ンドウのタイ トルは、 選択し
たた項目に応じて変更されます。

RMX 管理 

RMX 管理ウィンドウには、 RMX による会議の実行を可能にするために

設定する必要のあるエンテ ィテ ィがリス ト されます。 これらのパラメー

タを変更できるのは、 管理者の権限を持つユーザのみです。

RMX 管理ウィンドウは、 次の 2 つのセクシ ョ ンに分かれています。

• メイン - 頻繁に設定、 モニタ リング、 または変更されるパラメータ。 

• その他 - 初期のシステムセッ トアップ時に設定され、 その後ほとん

ど変更されないパラメータ。

ステータスバー

RMX Web Client の下部のステータスバーには、 システムアラート タブ

と参加者アラート タブがあります。 また、 ポート使用状況ゲージと

MCU 状態インジケータもあります。

 

議長パスワードフィールド リフレッシュボタン

議長パスワード
列

参加者の総数

表示許可

議
長

管
理
者

オ
ペ
レ
ー
タ

� �
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Polycom RMX 2000 スタートアップガイド
システムアラート
システムの問題に関するリス トです。 1 つ以上のシステムアラートがア
クテ ィブになると、 アラート インジケータが赤色で点滅します。 この点
滅は、 オペレータまたは管理者の権限を持つユーザがリスト を確認する
まで続きます。

システムアラートウィンドウは、 ステータスバーの左隅にあるシステム
アラートボタンをクリ ックすると開閉できます。  

アクティブアラームおよび失敗リストの詳細については、 RMX 2000 
Administrator’s Guide  「System and Participant Alerts 」 (16-6ページ ) を参照し
てください。 

参加者アラート
接続問題が発生している参加者のリストです。 会議別にソート されてい
ます。

参加者アラートウィンドウは、 ステータスバーの左隅にある参加者ア
ラートボタンをクリ ッ クすると開閉できます。 

表示許可
議
長

管
理
者

オ
ペ
レ
ー
タ

� �

アクティブアラーム

失敗
リスト

表示許可

議
長

管
理
者

オ
ペ
レ
ー
タ

� ��

議長パスワード列
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第 3-基本操作 章
ポート使用状況ゲージ
ポート使用状況ゲージは、次のことを示します。                                                             
• ビデオ /音声ポート設定に基づいた、システム内のビデオポートまたは音声

ポートの総数音声ゲージは管理者によって音声ポートが割り当てられている
場合のみ表示され、割り当てがない場合はビデオポートゲージのみが表示さ
れます。                                                                                                                      

• 使用中のビデオ ポートおよび音声ポートの数                                                         

• ポート使用量の上限

ポート使用量の上限は、使用可能なビデオポートまたは音声ポートの総数の割合
を表します。リソース使用量が最大に近づいているために、追加の会議を実行す
るために使用できるリソースがないときに表示されるように設定されています。
ポート使用量がしきい値に到達した場合、またはしきい値を超えた場合、ゲージ
の赤色の部分が点滅し、システムアラートが生成されます。デフォルトのポート
使用量しきい値は 80% ですが、システム管理者はこの値を変更できます。詳細
については、RMX 2000 Administrator’s Guide  の 「Port Usage Gauges 」 
(16-51ページ )を参照してください。

MCU 状態

MCU 状態インジケータには、 次のいずれかが表示されます。                           

•   - MCU は起動中です。緑色の進行状況インジケーター
バーがスタートアップの進捗状況を示すとともに、システムスタートアップ
が完了するまでの残り時間がカッコ内に表示されます。

表示許可

議
長

管
理
者

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

� �

使用中の音声ポートの数

システム内の割り当て済み音声ポートの総数

ビデオポート使用状況インジケータ

システム内の割り当て済みビデオポート (CIF 解像度 ) の総数

使用中のビデオポートの数

音声ポート使用状況インジケータ

音声およびビデオのポート使用量の上限 

表示許可

議
長

管
理
者

オ
ペ
レ
ー
タ

� ��

進行状況インジケーター
バー

残り時間
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Polycom RMX 2000 スタートアップガイド
•  - MCU は正常に機能しています。                                                               
•  - MCU に大きな問題があります。MCU の動作に影響を及ぼす可能性があるため、

注意が必要です。                                                                                                                                                                                                         

アドレス帳
アドレス帳は、RMX に定義されている参加者およびグループのリストです。 
RMX 上でアドレス帳の情報は、管理者のみが変更できます。ただし、RMX ユー
ザは全員、アドレス帳を表示して会議の参加者を割り当てるのに使用できます。
アドレス帳ツールバーには、次の 6 つのボタンがあります。

アドレス帳のエン ト リーは、 次のようにリス ト されます。

• タイプ - 個人の参加者か、 グループの参加者かを識別。

• 名前 - 参加者の名前またはグループの名前。

• ダイヤル方向 - ダイヤルインまたはダイヤルアウト。

• IP アドレス /電話 - 参加者の IP アドレスまたは電話。

• 新規参加者 • 新規グループ

• 参加者の削除 • グループの削除

• アドレス帳のインポート • アドレス帳のエクスポート  

表示許可

議
長

管
理
者

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

� ��

オーディオ参加者

ビデオ参加者

グループ

グループの削除
新規参加者 アドレス帳のインポート

新規グループ

アドレス帳のエクスポート

参加者の削除

アドレス
帳を 

非表示に
するには
ここをク
リック
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第 3-基本操作 章
アドレス帳の表示と非表示
RMX Web Client に初めてアクセスすると、 アドレス帳ウィンドウが表示

されます。 アンカーピン  ( ) ボタンをクリ ッ クすると、 非表示にするこ

とができます。

アドレス帳ウィンドウが閉じ、 画面の右上隅にタブが表示されます。 

アドレス帳を再び表示するには、 タグをクリ ックします。

会議テンプレート                                                                                                                                                                                  

会議テンプレートは、管理者とオペレーターが同一の会議を作成、保存およびス
ケジュールしてアクティブにすることができます。                                                    
会議テンプレート :                                                                                                          

• 会議とオペレーター会議プロファイルを保存します。                                                                                                     
• 各自の個人レイアウトおよび Video Forcing 設定を含む、すべての参加者パ

ラメーターを保存します。                                                                                             
• 細密な参加者レイアウトと Video Forcing 設定が必須の場合に、会議の臨場

感を簡単に設定できます。

アドレス帳を表示するにはタブをクリック
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会議テンプレートの表示および非表示
会議テンプレート リス トのウィンドウには、 RMX Web Client メ インウィ
ンドウのタブが閉じられた状態で先ず表示されます。 会議テンプレート
の保存数がタブに表示されます。

タブをクリ ッ クすると、 会議テンプレート リス トのウィンドウが開きま

す。

                                    会議テンプレートリストのウィンドウを非表示にするには、画面の左上隅にある
アンカーピン ( ) ボタンをクリックします。会議テンプレートリストのウィンド
ウが閉じ、画面の右上隅にタブが表示されます。                                                                                                        

会議テンプレートタブ

会議テンプレートの保存数

テンプレートの開始

スケジュールのテンプレート

会議テンプレートの保存数

保存された
テンプレート
のリスト

クリックす
ると会議テ
ンプレート
リストが非
表示になり
ます

テンプレートの削除

新規
テンプレート
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第 3-基本操作 章
メイン画面のカスタマイズ

メイン画面は、 必要に応じてカスタマイズできます。 ウィンドウサイズ

の変更、列幅の調整、およびデータリストの並べ替えが可能です。                                                      

ウィンドウのサイズを変更するには                                                                                                                       

� ウィ ンドウの境界上でポインタを動かし、 ポインタの形が  になっ

たら、 ウィ ンドウの境界をクリ ックして必要なサイズまでド ラ ッグ
します。 その後、 マウスボタンを放します。

列幅を調整するには

1 列ヘッダーの行で、 列のフ ィールドを区切る縦棒の上にポインタを

置きます。 

2 ポインタの形が  になったら、 フ ィールドを区切る縦棒をクリ ッ

クして必要なサイズまでド ラ ッグします。 その後、 マウスボタンを
放します。

任意のフ ィールド  (列ヘッダー ) を基準にデータを並べ替えるには

1 会議リス トまたはリス ト表示 のウィンドウで、 並べ替えに使用する

フ ィールドの列ヘッダーをクリ ックします。

 または  が列ヘッダーに表示されます。 これらの記号は、 リス

トがこのフ ィールドで並べ替えられることを示すとともに、 並べ替
え順序も示しています。

2 列ヘッダーをクリ ックして、 その列の並べ替え順序を切り替えます。

ウィンドウ内の列の順序を変更するには

� 移動する列ヘッダーをクリ ックして、 新しい場所にド ラ ッグします。

い くつかの赤色の矢印が表示され、 列の新しい場所が示されたら、
マウスボタンを放します。

RMX 表示ウィンドウをデフォルトの設定に戻すには

� RMX メニューの表示 > RMX 表示デフォルトの復元をクリ ックしま

す。

ログインした各ユーザのカスタマイズ設定は、自動的に保存されます。
RMX Web Client を次回起動したときのメイン画面の設定は、ユーザがアプリ
ケーションを終了したときと同じになります。
3-12



Polycom RMX 2000 スタートアップガイド
RMX 管理ウィンドウのカスタマイズ
RMX 管理ウィンドウは、 リス トまたはツールバーのいずれかの形式で表
示できます。

ツールバー表示とリスト表示を切り替えるには

� RMX 管理ウィンドウの Toolbar View ボタンをクリ ッ クして、 ツール

バー表示に切り替えます。

�  ツールバー表示で、 List View ボタンをクリ ックすると、 リス ト表示

に戻ります。

頻繁に実行する操作や好みの RXM Web Client 使用方法に応じて、メインセク
ションとその他セクションの間で項目を移動できます。ツールバー表示では、す
べての項目がアイコンで表示されるため、項目の移動が可能なのはリスト表示の
みです。

メインセクシ ョ ンとその他セクシ ョ ンの間で項目を移動するには

1 RMX 管理ウィンドウで、 移動する項目のアイコンをクリ ックし、 ド

ラ ッグします。

指示線 ( ) が表示され、 アイコンの新しい位置が示されま

す。

ツールバー
表示

リスト表示

 List View ボタン

Toolbar View ボタン
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第 3-基本操作 章
2 アイコンが目的の位置に来たら、 マウスボタンを放します。

メインセクションとその他セクションは、  ボタンおよび  ボタンをクリック

すると開閉できます。

会議の開始
次に示すように、会議を開始する方法はいくつかあります。                                                    
• 会議ウィンドウの新規会議ボタンをクリックする。詳細については、「会議

ウィンドウからの会議の開始 」 (3-15ページ)を参照してください。                       
• ミーティングルームにダイヤルインする。                                                            
－ ミーテ ィ ングルームは、 MCU に保存された会議です。 最初の

参加者またはミーテ ィ ング主催者のダイヤルインによってアク
テ ィブになるまで、 受動モードのままです。 

ミーテ ィ ングルームの詳細については、 RMX 2000 Administrator’s 

Guide  の 「Meeting Rooms 」 (3-1ページ ) を参照して ください。

• MCU へのアクセスポイントとして使用されている Ad Hoc エントリー
キューにダイヤルインする。 Ad Hoc エン ト リーキューの詳細につい

ては、 RMX 2000 Administrator’s Guide  の 「Entry Queues 」 

(4-1ページ ) を参照して ください。

• 予約を開始する。                                                                                                    
－ 予約の開始時間が期限を過ぎている場合、 会議が直ぐに開催さ
れます。

－ 予約の開始時間が期限前の場合、 指定された日時に会議が開催
されます。

詳細については、 「予約の開始 」 (3-26ページ ) を参照して ください。

ネットワークアイコンの
新しい位置

リスト
表示
3-14



Polycom RMX 2000 スタートアップガイド
会議ウィンドウからの会議の開始

会議ウィンドウから会議を開始するには

1 会議ウィンドウの新規会議 ( ) ボタンをクリ ッ クします。

新規会議 - 一般ダイアログボックスが開きます。

会議のデフォルトの名前、 会議時間、 およびデフォルトのプロファ

イルが表示されます。 プロファイルには、 会議パラメーターと メ

ディア設定が含まれています。

会議が開始されると、 RMX が会議 ID を自動的に割り当てます。

ほとんどの場合、 デフォルトの会議 ID を使用することができるた

め、 OK をクリ ックするたけで会議を開始できます。 必要に応じて、

会議 ID を入力してから  OK をクリ ックして会議を開始します。

RMX Web Client を使用してミーテ ィ ングを開始する議長または主催

者は、 他の会議参加者がダイヤルインできるように、 デフォルトの
会議 ID ( または作成した ID) を知らせる必要があります。

新規会議 - 一般ダイアログボックスを使用して、 会議パラ メーター

を変更できます。 会議に追加する定義済みのパラメーターがない場
合、 または追加情報を追加しない場合は、 OK をクリ ックします。
3-15



第 3-基本操作 章
一般タブ
2 次のパラメーターを定義します。 

表 3-2  新規会議  一般オプション

フィールド 説明

表示名 表示名は、RMX Web Client で表示される、母国語
の文字セットによる会議エンティティ名です。
会議、ミーティングルーム、エントリーキュー、お
よび SIP Factory では、表示名フィールドのための 

ASCII 名が自動的に生成されます。この名前は、
Unicode エンコーディングを使用して変更できま
す。
• 英語テキストには ASCII エンコーディングが使
用され、ほとんどの文字を含むことができます (

長さはフィールドによって異なります)。                 
• ヨーロッパおよびラテン言語のテキストの長さ
は、最大長の約半分です。                                            

• アジア言語のテキストの長さは、最大長の約 3 

分の 1 です。
テキストフィールドの最大長も、文字セットの組み
合わせ (Unicodeと ASCII) に応じて異なります。
ASCII でのフィールドの最大長は 80 文字です。同
じ名前が別の会議、ミーティングルーム、またはエ
ントリーキューですでに使用されている場合は、異
なる名前を入力するよう求めるエラーメッセージが 

RMX によって表示されます。
メモ : このフィールドはすべてのタブで表示されま
す。

会議時間 会議の時間の長さを時単位で定義します。HH:MM 

の形式を使用します (デフォルトは 01:00)。
メモ : このフィールドはすべてのタブで表示されま
す。
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ルーティング名 ルーティング名は、開催中の会議、ミーティング
ルーム、エントリーキュー、および SIP Factory が
ネットワーク上のさまざまなデバイス (ゲートキー
パーや SIP サーバなど ) への登録に使用する名前で
す。この名前は、ASCII 文字を使用して定義する必
要があります。
コンマ、コロン、セミコロンの各文字は、ルーティ
ング名では使用できません。
ルーティング名はユーザが設定できますが、ルー
ティング名を入力しない場合は、次のように自動的
に生成されます。
• ASCII 文字が表示名として入力されている場合
は、ルーティング名としても使用されます。

• Unicode 文字と ASCII 文字の組み合わせ (また
は Unicode テキストのみ ) が表示名として入力
されている場合は、ID (会議 ID など ) がルー
ティング名として使用されます。

同じ名前が別の会議、ミーティングルーム、または
エントリーキューですでに使用されている場合は、
異なる名前を入力するよう求めるエラーメッセージ
が RMX によって表示されます。

プロファイル デフォルトの会議プロファイルの名前が表示されま
す。必要なプロファイルをリストから選択してくだ
さい。会議プロファイルには、会議回線速度、メ
ディア設定、および一般設定が含まれます。
 会議プロファイルの詳細については、RMX 2000 

Administrator’s Guide  の 「Conference Profiles 」 
(1-1ページ )を参照してください。

ID MCU ごとに一意の会議 ID を入力します。空白のま
まにした場合、会議を開始したときに MCU によっ
て自動的に番号が割り当てられます。 
この ID を会議参加者に知らせて、会議にダイヤル
インできるようにする必要があります。

表 3-2  新規会議  一般オプション (続き )

フィールド 説明
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会議パスワード 参加者が会議にアクセスする
ために使用するパスワードを
入力します。空白のままにし
た場合、パスワードが会議に
割り当てられません。 
このパスワードは、会議パス
ワードの入力を求めるように
設定された会議のみで有効で
す。 

これらは数値
フィールドで、デ
フォルトの長さは 

4 文字です。管理
者は、セットアッ
プ - システム設定
でこれらを変更で
きます。詳細につ
いては、RMX 

Administrator’s 

Guide  の 

「System 

Configuration 」 
(16-10ページ )を
参照してくださ
い。

議長パスワード RMX が議長を識別し、追加の
権限を付与するために使用す
るパスワードを入力します。
空白のままにした場合、議長
パスワードが会議に割り当て
られません。
このパスワードは、議長パス
ワードの入力を求めるように
設定された会議のみで有効で
す。

ビデオ参加者リ
ソースのリザーブ

システムがリソースをリザーブしなければならない
ビデオ参加者数を入力します。
デフォルト :参加者 0 名
最大 : 

• MPM モード:参加者 80 名                                             

• MPM+ モード :参加者 80 名

オーディオ参加者
リソースのリザー
ブ

システムがリソースをリザーブしなければならない
オーディオ参加者数を入力します。
デフォルト :参加者 0 名
最大 : 

• MPM モード :参加者 80 名                                    

• MPM+ モード :参加者 120 名

表 3-2  新規会議  一般オプション (続き )

フィールド 説明
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3 すべての参加者が未定義のダイヤルイン参加者であり、 新しい会議

の追加情報が不要の場合は、 OK をクリ ックします。

4 参加者アドレス帳から参加者を追加する場合、または参加者 (主にダ

イヤルアウト参加者 ) を定義する場合は、 参加者タブをクリ ッ クし

ます。

参加者の最大数 会議に接続できる参加者の総数を示します。自動設
定では、リソースの利用範囲に従って決められた 

MCU に接続できる参加者の最大数を示します。
メモ : 数値を指定する場合は、ビデオ /オーディオ
参加者リソースの予約フィールドで指定された参加
者数に対応できる十分な数にします。

Enable ISDN/

PSTN Dial-in
ISDN および PSTN 参加者が会議に直接接続できる
ようにするには、このチェックボックスを選択しま
す。

ISDN/PSTN 

Network Service
デフォルトのネットワークサービスが自動的に選択
されます。Network Services リストからさまざまな 

ISDN/PSTN ネットワークサービスを選択できます。

ダイヤルイン番号 

(1)

選択した ISDN/PSTN ネットワークサービスについ
て定義されたダイヤルインの範囲から、システムが
自動的に番号を割り当てるようにするには、この
フィールドを空白のままにしておきます。手動でダ
イヤルイン番号を定義するには、選択したネット
ワークサービスについて定義されたダイヤルイン番
号の範囲から目的の番号を入力します。

ダイヤルイン番号 

(2)

デフォルトでは、2 番目のダイヤルイン番号は定義
されていません。2番目のダイヤルイン番号を定義
するには、選択したネットワークサービスについて
定義されたダイヤルイン番号の範囲から目的の番号
を入力します。

表 3-2  新規会議  一般オプション (続き )

フィールド 説明
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参加者タブ 

5 参加者タブをクリ ッ クします。

参加者タブが開きます。

新しい会議を定義する場合、 参加者リス トは空です。

この手順はオプションです。
参加者タブは、アドレス帳から参加者を追加する場合に使用します。
定義済みのダイヤルアウト参加者を追加する場合にも使用します。定義済みの
ダイヤルアウト参加者は、会議が開始すると、会議に自動的に接続されます。

参加者
リスト
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次の表で、 参加者リス トに表示される情報と、 実行できる操作につ

いて説明します。

表 3-3  新規会議 - 参加者タブ

列 / ボタン 説明

参加者リスト

名前 参加者の名前と、エンドポイントのタイプ :オー
ディオのみまたはビデオ を表すアイコンを表示す
る Unicode フィールド。

IP アドレス /電話 参加者のエンドポイントの IP アドレスまたは電
話番号が表示されます。 
• ダイヤルアウト接続の場合、Polycom RMX 

2000/4000 によって呼び出されたエンドポイ
ントの IP アドレスまたは電話番号が表示さ
れます。                                                                   

• ダイヤルイン接続の場合、参加者を識別して
適切な会議にルーティングするために使用さ
れる参加者の IP アドレスまたは電話番号が
表示されます。

エイリアス名 /

SIP アドレス 

(IP のみ )

H.323 エンドポイントのエイリアス名または SIP 

URL が表示されます。

ネットワーク エンドポイントから会議に接続するために使用さ
れるネットワーク通信プロトコル。H.323、SIP、
または ISDN/PSTN です。

発着信方向 ダイヤルイン - 参加者が会議に 

ダイヤルインします
ダイヤルアウト - RMX が参加者に 

ダイヤルアウトします
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以下の方法で参加者を会議に追加できます。

－ 会議の定義中に新しい参加者を定義できます (新規ボタンをク

リ ッ ク )。

－ アドレス帳から定義済みの参加者を追加できます。 この場合、
リス トから参加者を選択するか、 アドレス帳から参加者を参加

者リストにド ラ ッグアンド ドロップします。

暗号化 エンドポイントがこのメディアに暗号化を使用す
るかどうかが表示されます。 デフォルトの設定は
自動で、エンドポイントの接続は会議の暗号化設
定に従う必要があることを示しています。
メモ : H.320 プロトコル (ISDN/PSTN) は、暗号化
をサポートしていません。

ボタン

新規 新規参加者を定義するときにクリックします。
詳細については、RMX 2000 Administrator’s 

Guide  の 「Adding a new participant to the 

Address Book Directly 」 (5-4ページ )を参照して
ください。

削除   選択した参加者を会議から削除するときにクリッ
クします。

アドレス帳から追
加 

アドレス帳から会議に参加者が追加するときにク
リックします。

講師 このオプションは、講師モードをアクティブにす
るために使用します。会議参加者のドロップダウ
ンメニューリストから、講師に指定する参加者を
選択します。

手動ダイヤルアウ
ト

RMX ユーザが制御するダイヤルアウト会議接続
を指定するには、このオプションを選択します。
チェックされている場合には、ユーザは会議に接
続されるまで待機したままになっているダイヤル
アウト参加者をそれぞれ接続する必要がありま
す。

表 3-3  新規会議 - 参加者タブ (続き )

列 / ボタン 説明
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－ ダイヤルイン参加者は、 会議が開始されると会議に接続可能に
なります (新規会議 - 参加者ダイアログボックスを使用する必要

はありません )。

• 会議が開始すると、 参加者をアドレス帳から直接会議に追加で
きます。 新規会議 - 参加者タブを使用する必要はありません。

詳細については、 「アドレス帳から参加者を追加 」 (3-50ページ )

を参照して ください。

アドレス帳から参加者を追加するには

6 参加者リストのアドレス帳から追加ボタンをクリ ックして、 参加者

アドレス帳を開きます。
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7 参加者アドレス帳で、 会議に追加する参加者を選択し、 追加ボタン

をクリ ッ クします。 

この手順では、 Windows の標準的な複数選択テクニックを使用でき

ます。

8 選択した参加者が会議に割り当てられ、 参加者リストに表示されま

す。

9 追加の参加者を選択するか、 閉じるボタンをクリ ッ クして参加者タ

ブに戻ります。

情報タブ
情報フィールドには、連絡先、会社名、課金コードなど、会議に関する一般情報
を追加できます。この情報は、会議が開始されたときに Call Detail Record (CDR) 

に書き込まれます。会議開始後にこの情報に加えられた変更は、 CDR に保
存されません。

情報を会議に追加するには

10 情報タブをクリ ックします。

情報タブが開きます。

この手順はオプションです。
これらのフィールドに入力された情報は会議に影響しません。
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11  次の情報を入力します。

12 OK をクリ ックします。

会議ウィンドウに、 新しい会議のエン ト リーが表示されます。

会議の参加者が定義されていない場合、 または参加者が接続されて

いない場合は、 空という表示と警告アイコン ( ) が会議ウィンドウ

のステータス列に表示されます。

ステータスは、 参加者が会議に接続すると変更されます。

会議プロファイル > 自動終了 > 最初の参加前フ ィールドで指定され

た時間内に接続する参加者が誰もいない場合、 その会議はシステム

によって自動的に終了されます。

表 3-4  新規会議 - 情報オプション

フィールド 説明

Info1、2、3 会社名や連絡先など、会議に関する一般情報を入力
できる情報フィールドが 3 つあります。 
これらのフィールドでは、Unicode を使用できま
す。 
各フィールドの最大長は 80 文字です。

課金情報 該当する場合は、会議課金コードを入力します。 
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予約の開始

予約カレンダーから会議を開始するには

1 RMX 管理ウィンドウで、 予約カレンダー 

ボタン ( ) をクリ ックします。

予約カレンダーが表示されます。

2 新規予約 ( ) ボタンをクリ ッ クします。                                                                 

新規会議 - 一般タグのダイアログボッ クスが開きます。
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3 OK ボタンをクリ ックします。

予約時間が期限切れのため会議が直ぐに開催されることを知らせる
確認ボックスが表示されます。

4 OK ボタンをクリ ックします。                                                                                    

会議が開始されます。                                                                                                           

予約の詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の 

「Reservations 」 (6-1ページ ) を参照して ください。
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会議への接続

直接ダイヤルイン
ネットワークタイプ、会議パスワード、および議長パスワードに応じて異なるダ
イヤル文字列を参加者に提供する必要があります。                                                            
参加者は会議ダイヤルイン文字列をダイヤルして会議 IVR サービスに接続されま
す。会議パスワードや議長パスワードなどの情報を正しく入力すると、参加者は
会議に接続されます。

IVR システムを介したダイヤルイン接続議長は、議長パスワードを会議パスワー
ドとして使用できます。会議パスワードを入力する必要はありません。 

IP エンドポイント

SIP エンドポイント

MCU

IP エンドポイント

ネットワーク

「会議パス
ワードは ?」 

会議 IVR 

サービス 

Maple Room

会議 ID: 1001

パスワード 34567 

Oak Room

会議 ID: 1002

パスワード 71356 

ハイデフィニションビデオスイッチ会議に接続する参加者は、HD 対応のエン
ドポイントを持っている必要があり、会議に対して定義されているものと同じ
回線速度を使用して接続する必要があります。この要件を満たしていない場
合、セカンダリ (オーディオのみの参加者 ) として接続されます。 
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H.323 参加者

H.323 参加者の場合、 ダイヤル文字列はゲートキーパーの MCU プリ
フ ィ ッ クスと会議 ID で構成されます。

例 :

ゲートキーパーのプリフ ィ ッ クス 925

会議 ID 1001                                                                              

会議名 Maple_Room                                                   

� 参加者がダイヤルする文字列 9251001 または 925Maple_room

ネットワークに対して定義されているゲートキーパーがない場合、H.323 参加者
は MCU のシグナリングホスト IP アドレスと会議 ID を ## で区切ってダイヤ
ルします。                                                                                                                                         
例 :

MCU (シグナリングホスト ) IP アドレス172.22.30.40                                                                 

会議 ID 1001                                                                     

� 参加者がダイヤルする文字列 172.22.30.40##1001

ISDN/PSTN 参加者

ダイヤルイン ISDN および PSTN 参加者は、ISDN/PSTN ネットワークサービス
で割り当てられたダイヤルイン番号のいずれかにダイヤルします。必要な場合
は、国番号と市外局番もダイヤルします。参加者は、ダイヤルイン番号に従っ
て、会議またはミーティングルームにルーティングされます。例 :割り当てられた
ダイヤルイン番号 784631111                                                          

参加者がダイヤルする文字列 784631111                                                   

SIP 参加者
SIP 参加者の場合、ダイヤル文字列は会議ルーティング名とドメイン名で構成さ
れ、次の形式をとります。

conference_routing_name@domain_name

例 :

会議ルーティング名 1001                                                                    

� 参加者がダイヤルする文字列 1001@polycom.com
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エントリーキューアクセス
エントリーキューを介したアクセスでは、すべての参加者が同じエントリーポイ
ントにダイヤルできます。このエントリーポイントは、ルーティングのためのロ
ビーとして機能します。エントリーキューに入った参加者は、入力した会議 ID 

に応じて会議に誘導されます。

図 3-1: エントリーキューを介したダイヤルイン接続

ダイヤル方法は会議の場合と同じで、会議の ID や名前の代わりにエントリー
キューの ID または名前が使用されます。                                                             

H.323 参加者

H.323 参加者は、[ゲートキーパープリフ ィ ッ クス ][ エン ト リーキューの ID 

または名前] をダイヤルします。                                                                                          
例 :ゲートキーパーのプリフィックス 925                                                                              

エントリーキュー ID 1000                                                                

� 参加者がダイヤルする文字列 9251000

ISDN/PSTN エンドポイント 

IP エンドポイント

SIP エンドポイント

ネットワーク

MCU

「会議 ID は ?」 「会議パス     

ワードは ?」 

エントリーキュー
名前 :DefaultEQ

数字 ID: 1000

ダイヤルイン番号 : 9251000

Oak Room

会議 ID: 1002

パスワード 71356 

Maple Room

会議 ID: 1001

パスワード 34567 

会議 IVR 

サービス

ゲートキーパーの 

MCU プレフィッ
クス - 925
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H.323 参加者は、最初のダイヤル文字列に接続先の会議の正しい会議 ID を追加
すると、エントリーキュー IVR 音声メッセージをバイパスできます。                            
[ゲートキーパープリフ ィ ッ クス ][EQ ID][##接続先の会議 ID]                                        

例 :会議 ID 1001                                                                

� H.323 参加者がダイヤルする文字列 9251000##1001

また、H.323 参加者は、最初のダイヤル文字列に会議パスワードを追加すると、
会議 IVR 音声メッセージもバイパスできます。                                            
[ゲートキーパープリフ ィ ッ クス ][EQ ID][##接続先の会議 ID][##パス

ワード ]                                                                                                                                                   

例 :会議 ID 1001                                                                                

会議パスワード 34567                                                                  

� H.323 参加者がダイヤルする文字列 9251000##1001##34567

SIP 参加者

エントリーキューを使用すると、SIP サーバへの登録が必要な会議の数が最小限
に抑えられ、1 つの URI アドレスをすべてのダイヤルイン会議に使用できるよう
になります。次の形式の URI を使用します。< エン ト リーキュールーティング名

>@< ド メイン名 >                                                                                                                           

例 :

エントリーキュールーティング名 DefaultEQ                                                                   

ドメイン名 polycom.com                                                        

� SIP 参加者がダイヤルする文字列 DefaultEQ@polycom.com

ISDN および PSTN 参加者
ISDN および PSTN 参加者用のエントリーキューには、最大 2 個のダイヤルイン
番号を割り当てることができます。エントリーキューに割り当てられていない 

ISDN および PSTN ダイヤルイン範囲内の番号への通話は、通過エントリー
キューにルーティングされます。ダイヤルイン ISDN および PSTN 参加者は、エ
ントリーキューに割り当てられたダイヤルイン番号のいずれかにダイヤルしま
す。必要な場合は、国番号と市外局番もダイヤルします。ダイヤルした参加者
は、会議  ID に応じて会議にルーティングされます。                                                                
例 :

エントリーキュー ID 1000                                                                                

割り当てられたダイヤルイン番号 9251000                                                                    

� ISDN/PSTN 参加者ダイヤル 9251000

エン ト リーキューに接続して会議の数字 ID またはパスワードを入力

すると、 該当する会議にルーティングされます。
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ダイヤルアウト参加者

自動ダイヤルアウト
ダイヤルアウト参加者は、ダイヤルアウト番号で定義されます。開催中の会議に
ダイヤルアウト参加者が追加されると、参加者に対して定義されているデフォル
トの H.323、SIP、または ISDN/PSTN ネットワークサービスを使用して、MCU 

が参加者に自動的に 1 秒間に 1 ダイヤルアウトの間隔で電話をかけます。

手動ダイヤルアウト
マニュアルモードでは、RMX ユーザまたはミーティング主催者が会議システム
に参加者を呼び出すように指示します。ダイヤルアウト参加者を (主に名前と電
話番号で）定義して会議に追加する必要があります。このモードは、会議の定義
段階でのみ選択でき、会議の開始後には変更できません。
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ビデオレイアウトにおけるテキスト表示
エンドポイント名
会議中、会議に接続されているエンドポイントの名前を自分のエンドポイントの
ビデオレイアウトウィンドウに表示できます。MCU は、ウィンドウのレイアウ
ト (サイズ ) に応じて、エンドポイント名を 33 文字まで表示できます。 エンド
ポイン ト画面でのエンドポイン ト名の表示の例を次に示します。

表示名は次のように決定されます。                                                                                              
• エンドポイントで定義されている名前が表示されます。                                                                                                              
• エンドポイントがエンドポイント名を送信しない場合は、次のようになりま

す。                                                                                                                        
－ 定義済みの H.323 参加者または SIP 参加者の場合

• 参加者定義にある名前が表示されます。

－ 未定義の H.323 参加者の場合

• H.323 ID エイリアスが表示されます。

または

E.164 エイリアスが表示されます。 

または

すべてのフ ィールドが空の場合は何も表示されません。

－ 未定義の SIP 参加者の場合

• SIP DisplayName フ ィールドが表示されます。

または

SIP アドレス (SIP アプリケーシ ョ ンサーバ ) が表示されま

す。

2 × 2 のビデオレイ
アウトでのエンドポ
イント名
(Unicode または 

ASCII)

Orion Room

Saturn RoomTarney

Adam
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または

SIP ContactDisplay フ ィールドが表示されます。

または 

すべてのフ ィールドが空の場合は何も表示されません。

－ 定義済みの H.323 参加者の場合

• 参加者定義にある名前が表示されます。

－ 未定義の H.320 参加者の場合

• Terminal Command String (TCS-2) を表示して参加者を識別

します。

または

文字列が受信されていないまたは空白の場合は何も表示さ
れません

• RMX Web Client でエンドポイントの表示名が変更された場合、その表示名
が上記すべてに優先されます。                                                                                                   

表示名を変更するには :

1 参加者リス トで参加者をダブルクリ ックします。 または、 参加者を

右クリ ッ クして参加者設定を選択します。
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参加者設定  メディアソースダイアログボッ クスが開きます。

2 新しい表示名を名前フ ィールドに入力します。

3 OK をクリ ックします。
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テキスト表示
参加者のレイアウトでは、 エンドポイン ト名に加えてテキスト表示が現

在の発言者のウィンドウに表示されます。 会議のセキュアモード ( オン
またはオフ )、 接続中の参加者の総数、 ビデオ参加者数とオーディオ参加

者数を表示します。

テキスト表示は、 会議のセキュア状態に変更があった ( セキュアが実施

またはキャンセルされた ) ときに自動的に表示され、 数秒間 ( エンドポ
イン ト名と同じ時間 ) のみ表示されます。

会議の議長または参加者は、 リモコンなどのエンドポイン トの DTMF 入
力デバイスに DTMF コード  *88 を入力することによって、 会議の統計情
報のテキスト表示を要求することができます。 

                               

テキスト表示は、会議の IVR サービスの許可設定に従って表示されます。

• 議長許可 : 議長に対してのみ表示されます。

• 全員許可 :参加者全員に対して表示されます。                                                           

テキスト表示は、次のように新しいフラグをシステム設定に追加して値を NO に
設定すると無効にできます :                                 

ENABLE_TEXTUAL_CONFERENCE_STATUS=NO.                                                                     

この設定は、 MCU で実行する臨場感会議にお勧めします。

詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の「System Configuration」 
(16-10ページ )を参照してください。  

エンドポイント
名

現在の発言者

参加者のレイアウト

テキスト表示

セカンダリ (ビデオなし ) に接続した参加者はオーディオ参加者と見なされま
す。会議に現在接続していない定義済みの参加者 (未接続、リダイアル、切断
中など ) はカウントされません。
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エンドポイント名の透明度
エンドポイント名の背景の透明度は 50% であり、コントラストが維持される一
方で、重ねられたビデオが完全に見えなくなることはありません。 

Endpoint Name Transparency 機能は、次のように新しいフラグをシステム設定
に追加して値を NO に設定すると無効にできます : 

SITE_NAME_TRANSPARENCY=NO. 

詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の 「System Configuration」 
(16-10ページ ) を参照してください。

エンドポイント名の常時表示
エンドポイント名は、次のように新しいフラグをシステム設定に追加して値を 

YES に設定すると常時表示できます :SITE_NAMES_ALWAYS_ON =YES. 詳細に
ついては、 RMX 2000 Administrator’s Guide の「System Configuration」 (16-10
ページ ) を参照してください。

クローズドキャプション
有効になっている場合は、FECC(Far End Camera Control)をサポートしている 

IP エンドポイントを、ビデオ会議でクローズドキャプションを表示してリアルタ
イムの字幕または翻訳言語を提供するように設定できます。 

 会議のキャプションは、会議に参加しているキャプション作成者が提供するか、
キャプション作成者が電話または Web ブラウザを使用して会議の音声を聞いて
作成します。

キャプション作成者が一連のテキストを送信すると、会議参加者全員のメインモ
ニターに 15 秒間表示されます。その後テキストは自動的に消えます。

エンドポイント名の表示は、クローズドキャプションの表示による影響を受けま
せん。

詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide の 「Closed Captions 」 
(2-28ページ )を参照してください。

クローズドキャプションのオプションは、システム設定のシステムフラグで有効
にします。システムフラグの詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide 
の 「System Configuration 」 (16-10ページ ) を参照してください。
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開催中の会議のモニタリング
会議をモニタリングすると、会議や参加者を追跡して、すべての参加者が正しく
接続されているか、エラーや障害が発生していないかを確認できます。MPM モー
ドでは、会議に接続可能な参加者の最大数 (音声およびビデオ ) は 80 名です。
MPM+ モードでは、会議に接続可能な参加者の最大数は 200 名で、その内 80 名
をビデオ参加者にすることができます。

操作の選択
開催中の会議で実行されるモニタリングおよび操作の手順はすべて、次の 2 つの
方法のいずれかで実行できます。                                                                                                
• ツールバーのボタンを使用します。

• 会議ウィンドウ内または参加者ウィンドウ内の任意の場所を右クリックし、
メニューから操作を選択する。

ツールバーボタン

カーソルをボタンの上に置くと、ヒントが表示されます。

操作
メニュー
3-38



Polycom RMX 2000 スタートアップガイド
複数選択
複数選択を使用すると、複数の会議の複数の参加者をモニタリングしたり、それ
らに対して同時に操作を実行したりできます。 選択した会議は、参加者リスト
ウィンドウにサブリストとして表示されます。サブリストは、サブリストのヘッ
ダーの会議名の横に表示されるサブリストコントロールボタンの  および  

をクリックして開閉できます。                                                                           

議長パスワードによるフィルタリング
議長と してログインすると、 議長パスワード フ ィールドが表示されます。

パスワードを所有している場合、 開催中の会議での検索およびリストの

表示が有効になります。

議長パスワードによって開催中の会議で検索を実行するには 

1 Click in the 議長パスワード フ ィールドをクリ ッ クします。

2 検索用のパスワードを入力します。

3 リフレッシュ  ボタンをクリ ッ クします。

サブリストヘッダーの
コントロールボタン

複数選択された
会議 参加者サブリスト

議長パスワード
フィールド

リフレッシュ
ボタン

議長パスワード列

議長パスワード列
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会議リス トが更新されて、 開催中の会議が必要なパスワード と共に
表示されます。
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会議レベルのモニタリング
管理者、オペレーター、および議長は、会議レベルのモニタリングを実行するこ
とができます。                                                                                                                              
会議リストウィンドウには、開催中の会議に関する情報が表示されます。                                   
会議のプロファイルで会議レコーディングを有効にすると、会議レコーディング
ボタンを使用できます。

 

ステータス列にステータスインジケータが 1 つも表示されない場合は、
会議が問題なく実行されていることを意味します。ステータス列には、表 3-5 に
示したステータスインジケータが 1 つ以上表示される場合があります。 

表 3-5  会議 - モニタリング情報

フィールド 説明

名前 会議名と会議タイプが表示されます。                                          
•  - ビデオ会議 (HD CP 会議を含む )

•  - Video Switching モードで実行されているハイデ
フィニションビデオ会議

•  - 会議のセキュリティが *71 DTMF コードを使用
して保護されています。

•  - オペレーター会議

ステータス
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会議に関するその他の情報は、会議設定にアクセスすると確認できます。

会議をモニタ リングするには

� 会議リストウィンドウで、 モニタ リングする会議の名前をダブルク

リ ックします。 または、 会議を右クリ ッ クし、 会議設定をクリ ック
します。

ステータス 開催中の会議のステータスが表示されます。
参加者の接続に問題がない場合は、何も表示されませ
ん。
次のいずれかのステータスが発生した場合は、適切な表
示が行われます。表示の前には警告アイコン ( ) が付き
ます。
• オーディオ - 参加者のオーディオに問題があります。

• 空 - 接続された参加者はいません。

• 接続障害 - 参加者が接続されていますが、その接続に
問題があります。

• 満員ではありません - 接続されている定義済みの参加
者は、全員ではありません。

• 部分的に接続 - 接続プロセスがまだ完了していませ
ん。ビデオチャネルが接続されていません。

• 単一参加者 - 参加者が 1 人だけ接続されています。

• ビデオ - 参加者のビデオに問題があります。

• コンテンツリソース欠陥 - コンテンツがレガシーエン
ドポイントに送信されません。

• オペレーター待機中 - 参加者がオペレーターアシスタ
ンスを要求しています。

ID 会議に割り当てられた会議 ID。

開始時間 会議の開始時刻。

終了時間 会議が終了すると予想される時刻。

ダイヤルイン番号 

(1)

ISDN/PSTN 参加者用の会議ダイヤルイン番号。

表 3-5  会議 - モニタリング情報 (続き )

フィールド 説明
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会議設定ダイアログボッ クスが、 一般タブが開いた状態で表示され
ます。

すべての会議設定を表示できますが、 グレーの背景で表示された設
定を変更することはできません。

詳細については、 RMX 2000 Administrator’s Guide  の 「Conference 

Level Monitoring 」 (9-3ページ ) を参照して ください。

安全な会議のモニタリング
セキュア会議モードは RMX 上で有効になり、会議の議長は DTMF コードを使用
して会議のセキュリティ保護を切り替えることができます。会議がセキュリティ
で保護されている場合は、ダイヤルインおよびダイヤルアウト接続は禁止され、
管理者は参加者をモニタリングしたり会議を制御したりすることができません。
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進行中のゲートウェイセッションのモニタリング
ゲートウェイプロファイルの呼び出し時に作成される進行中のゲートウェイセッ
ションは、開催中の会議リストに記載されて会議と同じ方法でモニタリングされ
ます。 詳細については、RMX 2000 Administrator’s Guide  の 「Conference Level 

Monitoring 」 (9-3ページ )を参照してください。
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参加者レベルのモニタリング

参加者の接続のモニタリング

会議リストで会議を選択すると、 参加者の詳細がリス トウィンドウに表

示されます。

次の参加者インジケータと設定が表示されます。  

表 3-6  参加者のモニタリング  インジケータと設定

列 アイコン /説明

名前 参加者の名前とタイプ (アイコン ) が表示されます。

オーディオ参加者 - IP 電話または ISDN/PSTN で接
続されています。

ビデオ参加者 - オーディオチャネルとビデオチャネ
ルで接続されています。

ステータス 参加者の接続ステータス (テキストとアイコン ) が表示さ
れます。参加者の接続に問題がない場合は、何も表示され
ません。

接続済み - 参加者は正常に会議に接続されていま
す。

切断済み - 参加者は会議から切断されています。こ
のステータスは、定義済みの参加者のみに適用され
ます。

ダイヤルイン待ち - 定義済みの参加者が会議にダイ
ヤルインするのを待っています。

部分的に接続 - 接続プロセスがまだ完了していませ
ん。ビデオチャネルが接続されていません。

接続障害 - 参加者は接続されていますが、同期が失
われたなどの問題が発生しています。
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ステータス (続
き )

Secondary Connection - エンドポイントのビデオ
チャネルを会議に接続できず、参加者はオーディオ
のみで接続されています。

個人アシスタンスの待機中 - 参加者がオペレーター
のアシスタンスを要求しています。

会議アシスタンスの待機中 - 参加者が会議について
オペレーターのアシスタンスを要求しています。こ
れは通常、オペレーターに会議への参加が要求され
ていることを示します。

ロール 会議での参加者のロールまたは役割が表示されます。

議長 - 参加者は会議の議長として定義されていま
す。議長は、トーンダイヤル信号 (DTMF コード ) 

を使用して会議を管理できます。

講師 - 参加者は会議の講師として定義されていま
す。

講師兼議長 - 参加者は、会議の講師および議長の両
方に定義されています。

カスケードが有効なダイヤルイン参加者 - カスケー
ド会議のリンクとして機能する特別な参加者。

レコーディング ñ レコーディングリンクとして機能
する特別な参加者。

IP アドレス /電
話

IP 参加者の IP アドレスまたは ISDN/PSTN 参加者の電話
番号。

エイリアス名 /

SIP アドレス
参加者のエイリアス名または SIP URI。
参加者がレコーディングリンクとして機能している場合に
は RSS 2000 レコーディングシステムのエイリアス。 

ネットワーク 参加者のネットワーク接続タイプ (H.323、SIP または 

ISDN/PSTN)。

表 3-6  参加者のモニタリング  インジケータと設定 (続き )

列 アイコン /説明
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発着信方向 ダイヤルイン - 参加者が会議にダイヤルしました。

ダイヤルアウト - MCU が参加者にダイヤルしまし
た。

オーディオ 参加者のオーディオチャネルのステータスが表示されま
す。
参加者のオーディオが接続されていて、チャネルがミュー
トもブロックもされていない場合は、何も表示されませ
ん。

切断 -  参加者のオーディオチャネルは切断されてい
ます。これは会議への接続を待機している定義済み
の参加者です。

ミュート中 -  参加者のオーディオチャネルはミュー
トされています。この状態でも参加者は会議の音声
を聞くことができます。

ブロック中 - 会議から参加者へのオーディオの送信
がブロックされています。

ミュート中かつブロック中 -  オーディオチャネルが
ミュートされていて、さらにブロックされていま
す。

ビデオ 参加者のビデオチャネルのステータスが表示されます。
参加者のビデオ接続に問題がなく、オーディオチャネルが
一時停止されていたりセカンダリであったりしなければ、
何も表示されません。

切断 -  参加者のビデオチャネルは切断されていま
す。これは会議への接続を待機している定義済みの
参加者です。

一時停止中 - 参加者から会議へのビデオ送信が一時
停止しています。

セカンダリ - ビデオチャネルの問題が原因で、参加
者はオーディオチャネルのみで接続されています。

表 3-6  参加者のモニタリング  インジケータと設定 (続き )

列 アイコン /説明
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詳細については、RMX 2000 Administrators Guide の 「Participant Level 

Monitoring 」 (9-14ページ )を参照してください。  

暗号化 エンドポイントが会議への接続に暗号化を使用して
いることを示します。 

FECC トークン 参加者は FECC トークンの所有者で、相手側からの
カメラ制御 (FECC) 機能を使用できます。
 FECC トークンは、一度に 1 人の参加者のみに割り
当てられます。このトークンを要求する参加者がい
ない場合は、割り当てられないままです。 

コンテンツトー
クン

参加者はコンテンツトークンの所有者で、コンテン
ツを共有する許可が与えられています。
コンテンツトークンは、一度に 1 人の参加者のみに
割り当てられます。このトークンを要求する参加者
がいない場合は、割り当てられないままです。 
詳細については、RMX 2000 Administrator’s Guide  

の 「H.239 」 (2-12ページ )を参照してください。

表 3-6  参加者のモニタリング  インジケータと設定 (続き )

列 アイコン /説明
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開催中の会議で実行される操作

会議レベルの操作

会議時間の変更
各会議の会議時間は、新しい会議を作成するときに設定します。デフォルトの会
議時間は 1 時間です。RMX で実行されているすべての会議は、会議に接続され
ている参加者がいる限り、自動的に延長されます。                                                                   
会議の会議時間は、スケジュールした終了時間を変更することで、実行中に延長
または短縮できます。                                                                                                                         

会議を手動で延長または短縮するには

1 会議ウィンドウで、 会議の名前をダブルクリ ックします。

2 一般タブで、 終了時間フ ィールドを変更し、 OK をクリ ックします。

終了時間が変更され、 会議時間フ ィールドが更新されます。
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会議を手動で終了するには

1 会議リス トで削除する会議を選択し、 会議の削除 ( ) ボタンをク

リ ックします。

確認を求められます。   

2 OK をクリ ックして、 会議を終了します。

アドレス帳から参加者を追加
新規会議  参加者タブを使用せずに、参加者アドレス帳から参加者を会議に直接
追加できます。                                                                                                                                             
参加者を参加者リストにドラッグアンドドロップするには                                               

1 アドレス帳を開きます。 

2 参加者アドレス帳から直接、 会議に追加する参加者を選択し、 参加

者リストにド ラ ッグアンド ドロップします。 

この手順では、 Windows の標準的な複数選択テクニックを使用でき

ます。
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参加者の移動
RMX ユーザは、 以下の操作を行って参加者を支援することができます。

• 参加者をオペレーター会議に移動 (参加者として出席)。                                          
• 参加者をホーム (接続先) 会議に移動。                                                                         
• 参加者を開催中の会議から別の会議に移動。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

移動は、以下の方法を使用して行うことができます。 

• 参加者の右クリックメニューを使用

• ドラッグアンドドロップ

参加者を開催中の会議から移動するには、右クリックメニューのオプ
ションを使用します:                                                                                                       

1 会議リス トでオペレーターアシスタンスを待っている参加者がいる

会議をクリ ックして、 参加者のリスト を表示します。

2 参加者リス トで移動する参加者のアイコンを右クリ ッ クして、 以下

のオプシ ョ ンのいずれかを選択します :

－ Move to Operator Conference - 参加者をオペレーター会議に移

動します。

－ Move to Conference - 参加者を開催中の別の会議に移動します。 
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選択すると  Move to Conference ダイアログボッ クスが表示され、

移動先の会議の名称を選択できます。

－ Back to Home Conference - 参加者が別の会議またはオペレー

ター会議に移動された場合には、 このオプシ ョ ンで参加者を元

の会議に戻すことができます。 

このオプシ ョ ンは、 参加者がエン ト リーキューからオペレー

ター会議または接続先の会議に移動したときには使用できませ
ん。

参加者をインタラクテ ィブな方法で移動する

エントリーキューまたは開催中の会議から、オペレーター会議または接続先      

(ホーム)   会議に参加者をドラッグアンドドロップできます。                                                                                                                                                                
1 会議リス トのエン ト リをクリ ックして、 エン ト リーキューまたは元

の会議の参加者リスト を表示します。

2 参加者リストで、 Conferences List の枠に参加者のアイコンをド ラ ッ

グして、 オペレーター会議アイコンまたは別の開催中の会議にド
ロップします。
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開催中の会議をテンプレートとして保存
開催中の会議はどれでもテンプレート と して保存できます。

会議をテンプレート と して保存するには

1 会議リストでテンプレート と して保存する会議を選択します。

2 会議の保存 ( ) ボタンをクリ ッ クします。

または

右クリ ックして Save Conference to Template を選択します。

開催中の会議の表示名と同じ名前でテンプレートとして保存されます。

会議のビデオレイアウトの変更
会議の実行中に、 ビデオレイアウト を変更し、 RMX でサポート されてい
る 24 種類のビデオレイアウトから  1 つを選択できます。

ビデオレイアウトの選択は、次の 2 つのレベルで行うことができます。 

• 会議レベル – すべての会議参加者に適用されます。すべての参加者のビデ
オレイアウトは同じになります。

• 参加者レベル – 該参加者のビデオレイアウトが変更されます。その他の会議
参加者のビデオレイアウトは影響を受けません。

最初のビデオレイアウトは、会議プロファイルで会議に対して選択されます。
参加者レベルのビデオレイアウトの選択は、会議レベルのビデオレイアウト設定
に優先されます。  
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会議のビデオレイアウト を変更するには

1 会議設定ダイアログボックスで、 ビデオ設定を選択します。 

2 自動レイアウトチェ ッ クボッ クスがオンになっている場合は、 オフ

にします。

ビデオ 

ウィンドウ
の 表示

選択した
レイアウト

ビデオ
レイアウ
トの
オプショ
ン
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3 ビデオ レイアウトのオプシ ョ ンから、 表示するウィンドウの数と必

要なビデオレイアウトのサムネイルを選択し、 OK をクリ ックしま

す。

Video Forcing

議長またはオペレータの権限を持つユーザは、 Video Forcing を使用して、

ビデオレイアウトウインドウごとに表示する参加者を選択できます。 あ

る参加者をレイアウトウィ ンドウに強制表示すると、 そのウィンドウで

の参加者の切り替えは一時停止され、 割り当てられた参加者のみが表示
されます。 Video Forcing は、 会議レベルまたは参加者レベルで機能しま

す。 

• 会議レベル - ある参加者をウィンドウに強制表示すると、 すべての

会議参加者の特定のウィンドウにその参加者が表示されます。

• 参加者レベル  - ある参加者をウィンドウに強制表示すると、 その参

加者のビデオレイアウト表示のみが影響を受けます。 その他の参加
者には会議レイアウトが表示されます。

Video Forcing に関するガイドライン 

• 1 人の参加者を同時に 2 つ以上のウィ ンドウに表示することはでき

ません。

ビデオ
レイアウトの
サムネイル

ビデオ
ウィンドウ
の数

選択した
レイアウト
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• 参加者レベルの Video Forcing は、 会議レベルの Video Forcing に優

先されます。

• 同一レイアウトオプシ ョ ンを選択すると、 参加者は自分自身をレイ

アウトウィ ンドウに表示できます。

• 個人レイアウトでは、 1+2、 1+3、 1+4 などの異なるサイズのビデオ

ウィ ンドウがビデオレイアウトで使用されている場合、 参加者を強

制表示できるのは、 会議レイアウトでその人物用に選択したサイズ
と同じサイズのビデオウィンドウのみです。

• 会議レベルでビデオレイアウトを変更した場合、 新しいレイアウト

には Video Forcing の設定が適用されず、 参加者の切り替えでは

オーディオがアクテ ィブです。 Video Forcing の設定は保存され、 レ

イアウト を次回選択したときに適用されます。

• 参加者が割り当てられていないウィンドウには、 現在の発言者と最

後の発言者が表示されます。 

参加者をウィンドウに強制表示するには 

1 会議設定ダイアログボックスで、 ビデオ設定タブを選択します。

2 自動レイアウトチェ ッ クボッ クスがオンになっている場合は、 オフ

にします。

3 必要なビデオレイアウトを選択します。
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4 参加者を強制表示するウィンドウで、 参加者の名前を会議参加者の

リストから選択します。

5 他のウィンドウに参加者を強制表示するには、 ステップ 3 を繰り返

します。

6 OK をクリ ックします。

ウィンドウの Video Forcing をキャンセルするには

1 会議設定ダイアログボッ クスで、 ビデオ設定タブを選択します。

2 ビデオレイアウトウィ ンドウの参加者リス トで、自動を選択します。 

3 OK をクリ ックします。

参加者の切り替えが再開されます。 オーディオはアクテ ィブです。

Video Clarity™ の有効化および無効化

Video Clarity™ は、会議の開催中に有効または無効にできます。                                      
Video Clarity を有効または無効にするには

1 会議リストウィンドウで Video Clarity を有効または無効にする会議

名をダブルクリ ックします。
または

会議名を右クリ ッ クして、 会議設定をクリ ックします。

選択した
レイアウト

会議 

参加者の
リスト

ビデオ
ウィンドウ
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2 ビデオ設定タブをクリ ックします。

3 Video Clarity のチェ ッ クボッ クスを選択または解除します。

4 OK をクリ ックします。
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参加者レベルの操作

参加者レベルの操作では、 開催中の会議にて参加者の接続やステータス
を変更および制御できます。 表 3-7の説明を参照して ください。 
表 3-7  参加者レベルの操作

メニュー
オプショ
ン

ボタン 説明

新規参加
者

新規参加者を定義します。
新規参加者ダイアログボックスのタブの詳細につい
ては、Table 3-3 on page 3-21を参照してください。

アドレス
帳から参
加者を追
加

アドレス帳を開いて、会議の参加者を選択します。
アドレス帳の詳細については、RMX 2000 

Administrator’s Guide  の 「Address Book 」 (5-1ペー
ジ )を参照してください。

参加者の
接続

切断されている未定義のダイヤルアウト参加者を会
議に接続します。

参加者の
切断

参加者を会議から切断します。

参加者の
削除

選択した参加者を会議から削除します。

オーディ
オの
ミュート

参加者から会議へのオーディオ送信をミュートしま
す。
オーディオミュート中インジケータが参加者リスト
に表示され、オーディオミュート解除ボタン ( ) 

がアクティブになります。

オーディ
オミュー
ト解除

参加者から会議へのオーディオ送信が再開されます。

オーディオのミュートボタン ( ) がアクティブに

なります。
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ビデオを
一時停止

参加者から会議へのビデオ送信を一時停止します。
抑制された参加者のビデオは会議に送信されません
が、この状態でも参加者は会議ビデオを受信します。
参加者リストにビデオを一時停止インジケータが表
示され、ビデオを再開ボタン ( ) がアクティブに

なります。

ビデオを
再開

参加者から会議へのビデオ送信が再開されます。
ビデオを一時停止ボタン ( ) がアクティブになり

ます。

オーディ
オブロッ
ク

会議から参加者へのオーディオ送信をブロックしま
す。ブロックされていても、会議では参加者の音声
を聞くことができます。
オーディオブロックインジケータが参加者リストに
表示され、オーディオブロック解除ボタン ( ) が

アクティブになります。

オーディ
オブロッ
ク解除

会議から参加者へのオーディオ送信が再開されます。

オーディオブロックボタン ( ) がアクティブにな

ります。

参加者を
アドレス
帳に追加

選択した参加者の詳細を参加者アドレス帳に追加し
ます。

H.239 セッ
ションの
中断

コンテンツトークンが参加者から回収され、再割り
当てできるように MCU に戻されます。

議長に変
更

選択した参加者を会議リーダー /議長として定義し
ます。

通常の参
加者に変
更

議長を、議長権限を持たない通常の参加者として定
義します。

表 3-7  参加者レベルの操作 (続き )

メニュー
オプショ
ン

ボタン 説明
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Web サイ
トに接続

参加者のエンドポイントの内部 Web サイトに直接接
続して、管理、設定およびトラブルシューティング
作業を行います。

AGC

(Auto Gain 

Control)

会議の開催中に音声信号が弱い参加者に対して AGG 

を有効にします。
メモ : AGC を有効にすると、バックグラウンドノイ
ズが増幅される場合があります。

参加者設
定

すべての参加者設定を表示します。 
詳細については、RMX 2000 Administrator’s Guide  

の 「Participant Level Monitoring 」 (9-14ページ ) を
参照してください。 

表 3-7  参加者レベルの操作 (続き )

メニュー
オプショ
ン

ボタン 説明
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RMX Web Client による個人レイアウトの制御

RMX ユーザは、RMX Web Client を使用して、各参加者のビデオレイアウトを
変更および他の参加者のビデオレイアウトに影響を与えずに参加者をウィンド
ウに強制表示できます。                                                                                                           
参加者のビデオレイアウトおよび Video Forcing を変更するには

1 参加者リス トで参加者をダブルクリ ックします。 または、 参加者を

右クリ ッ クして参加者設定を選択します。

参加者設定 - メディアソースダイアログボッ クスが開きます。

2 レイアウト タイプリス トで、 個人を選択します。

3 ビデオウィ ンドウの数を選択します。

4 必要なビデオレイアウトを選択します。

5 選択したビデオレイアウトのウィンドウに参加者を強制表示するに

は、 参加者を表示するウィンドウで、 強制表示する参加者の名前を
会議参加者のリストから選択します。

6 他のウィンドウに参加者を強制表示するには、 ステップ 5 を繰り返

します。

7 OK をクリ ックします。

選択した
レイアウト

会議参加者
のリスト

ビデオ 

ウィンドウの 

表示
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個人ビデオレイアウトの選択をキャンセルして会議レイアウトに戻るに

は

1 参加者設定ダイアログボッ クスで、 メディアソースタブを選択しま

す。

2 レイアウト タイプリス トで、 会議を選択します。 

3 OK をクリ ックします。

この参加者には、 強制された参加者が表示された状態で会議ビデオ
レイアウトが表示されるようになります。

会議レイアウトに戻らずにウィンドウの個人向け Video Forcing をキャ

ンセルするには

1 参加者設定  メディアソースダイアログボッ クスのビデオレイアウト

ウィ ンドウの参加者リス トで、 自動を選択します。 

2 OK をクリ ックします。

参加者の切り替えが再開されます。 オーディオはアクテ ィブです。

Click&View による個人レイアウトの選択

参加者は Click&View を使用して、 エンドポイン トから  DTMF コードを

入力し、 各自のパーソナルレイアウト を変更できます。 このオプシ ョ ン

は、 会議で使用されている IVR サービスで Click&View オプシ ョ ンが選

択されている場合に限り使用できます。

Click&View を使用してパーソナルレイアウトを変更するには

1 Click&View を有効にする - エンドポイン トのキーパッ ドで 

 を入力します。
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Click&View アプリケーシ ョ ンが画面に表示されます。 

個人レイアウトキーパッ ドオプシ ョ ンのメニューがビデオ画面に表
示されます。 

2 エンドポイン トのリモートキーパッ ドで、 選択するビデオウィンド

ウの数に対応する数字を押します。 

たとえば、 4 つのウィンドウがあるビデオレイアウトを選択する場

合は、  を押します。 

画面のビデオウィンドウレイアウトが、 下図のように最初の 4 ウィ

ンドウレイアウトに変更されます。 

 

8 秒以内に  キーを繰り返して押すと、 次に示す  4 ウィンドウレ

イアウトの一連のオプシ ョ ンで切り替わります。

複数ウィンドウのレイアウトで  を押すと、 現在の発言者が左上

のウィンドウに表示されます。

Polycom VSX エンドポイントを使用している場合は、リモートの DTMF キー
パッドを有効にするために、  を追加で入力する必要があります。
Click&View 入力シーケンスは全体で次のようになります。 ,   .
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全体表示で  を押すと、 次の参加者が全体表示に表示されます。

ビデオレイアウトでは、  を押すと会議のレイアウトが元に戻りま

す。

次の表に、 Click&View を介して使用できるビデオレイアウトオプ

シ ョ ンを示します。   

表 3-8  ビデオレイアウトオプション

DTMF コー
ド

レイアウトオプション

1

2

3

4

5

6

8

9
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DTMF コードの使用による会議制御

参加者および議長は、各自のエンドポイントからトーンダイヤル信号 (DTMF 

コード ) を使用して、開催中の会議への接続を管理できます。使用できる DTMF 

コードの一覧については、表 3-9 を参照してください。                                                                
議長は DTMF コードを使用して、開催中の会議も制御できます。                                            
すべての会議参加者または議長が実行する DTMF アクションに関する許可は、
会議に割り当てられた会議 IVR サービスのみで設定できます。                                               
詳細については、RMX 2000 Administrator’s Guide  の 「Defining a New 

Conference IVR Service 」 (13-9ページ )を参照してください。                                            
DTMF コードを使用して会議を制御するには、エンドポイントのリモコンで 

DTMF を入力できるようにしておく必要があります (例えば、# 入力 )。                           

ヘルプの要求
参加者は、トーンダイヤル式電話またはエンドポイントの DTMF 入力デバイス
から、適切な DTMF コードを使用して、ヘルプを要求できます。参加者は、個
人アシスタンス (デフォルトの DTMF コードは *0) または会議アシスタンス (デ
フォルトの DTMF コードは 00) を要求できます。                                                                       
適切な接続先の会議 ID または会議パスワードを入力しなかったエントリー
キュー内の参加者は、オペレーターアシスタンスを待ちます (オペレーター会議
がアクティブな場合 )。

表 3-9  会議 IVR サービス設定 - DTMF コード

操作 DTMF 文字列 許可

個人ヘルプ *0 すべて

会議ヘルプ 00 議長

自己回線のミュート *6 すべて

自己回線のミュート解除 #6 すべて

発信ボリュームを上げる *9 すべて

発信ボリュームを下げる #9 すべて

自分以外の全員をミュート *5 議長

自分以外の全員をミュート解除 #5 議長

パスワードの変更 *77 議長
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着信参加者のミュート *86 議長

着信参加者ミュート解除 #86 議長

再生ヘルプメニュー *83 すべて

点呼を有効にする *32 議長

点呼を無効にする #32 議長

点呼名前の見直し *33 議長

点呼名前の見直しを停止 #33 議長

会議の終了 *87 議長

Click&View の開始  ** すべて

議長に変更 *78 すべて

受信ボリュームを上げる *76 すべて

受信ボリュームを下げる #76 すべて

全員ミュートを無効にする 設定可能 すべて

安全な会議 *71 議長

安全でない会議 #71 議長

参加者を表示 *88 すべて

表 3-9  会議 IVR サービス設定 - DTMF コード

操作 DTMF 文字列 許可
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付録 A
用語集 

この付録では、Polycom RMX 2000 に関連し、RMX 2000 ドキュメントで
一般的に使用される用語と略語を説明します。

略語 /用語 説明

エンドポイント 電話をかけることができ、MCU または他のエンドポイ
ントからの電話を受けることのできるハードウェアデバ
イスまたはデバイスセット。たとえば、電話、PC に接
続されたカメラとマイク、統合型ルームシステム (会議
システム ) などがエンドポイントです。

会議 ビデオおよびオーディオ情報を交換する 2 つ以上のエン
ドポイント間の接続。接続されているエンドポイントが 

2 つのみの場合は、ポイントツーポイント会議と呼ばれ、
MCU は不要です。3 つ以上のエンドポイントが接続され
ている場合は、マルチポイント会議と呼ばれ、管理シス
テムとして MCU (Multipoint Control Unit) が必要です。詳
細については、「MCU」を参照してください。

回線速度 通信デバイスによって使用される帯域幅の量。単位は 

Kbps (キロビット /秒 ) です。

キャリア 電気通信による送信サービスを提供する電話会社などの
企業。

ゲートキーパー 次の 2 つの主要機能を実行するサーバの一種。1) 端末お
よびゲートウェイの LAN エイリアスアドレスを IP アド
レスに変換する。2) 帯域幅管理を提供する。

コーデック コーダ -デコーダの略。音声およびビデオのデジタル
コードへの変換およびその逆方向への変換を実行するデ
バイスです。ビデオ会議に使用されるエンドポイントで
あるビデオカメラやビデオボードを指します。
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参加者 エンドポイントを使用して会議に接続する個人。ルーム
システムを使用する場合は、複数の参加者が 1 つのエン
ドポイントを使用します。

スパン ISDN 回線または専用回線。スパンの種類は T１ (米国 ) 

または E1 (欧州 ) のいずれかです。サーキットとも呼ば
れます。

帯域幅 チャネルの情報伝送容量を定義します。アナログシステ
ムでは、帯域幅はチャネルが伝送できる最大周波数と最
小周波数の差であり、単位はヘルツです。デジタルシス
テムでは、帯域幅の単位は bps です。接続の帯域幅が大
きいほど一定の時間で送信されるデータが多くなるた
め、ビデオ解像度を高めたり、会議のサイトを増やすこ
とが可能になります。詳細については、「回線速度」を
参照してください。

ヌルモデムケーブ
ル

2 台のデジタルデバイスが互いに直接接続されるときに
通信機器が不要になるように設計されたシリアルケーブ
ル。

フレーム 特定のプロトコルで送信するビデオデータの基本ブロッ
クを構成するビットの集合。

フレームレート 1 秒間に画面に表示されるビデオフレームの数。単位は 

fps (フレーム /秒 )。

AGC Auto Gain Control の略。参加者全員の信号のバランスを
保つことで、雑音およびボリュームを調整するメカニズ
ムです。

Bonding ON Demand Interpolarity Group の帯域幅。2 つの 64 

Kbps B チャネルを結合して 1 つの 128 Kbps チャネルと
して機能させる通信プロトコルです。複数の BRI チャネ
ルを使用する場合、Bonding では単一の D チャネルがす
べての BRI チャネルに適用され、残りの D チャネルは
データ転送に使用されます。
参照 :BRI。

略語 /用語 説明
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Bps、Kbps ビット /秒およびキロビット /秒。帯域幅の単位です。(

送信メディアを使用して ) 通信回線を 1 秒間に流れるこ
とができるデータの量を示します。
1 Kbps = 1000 Bps

BRI Basic Rate Interface の略。2 つの B チャネル (各 64 

Kbps) および 1 つの D チャネル (16 Kbps) の合計 3 チャ
ネルで構 u25104 成される、データ転送用 ISDN 接続の
一種です。2 つの B チャネル (各 64 Kbps) および 1 つの 

D チャネル (16 Kbps)。

CIF、4CIF、
QCIF

CIF は Common Intermediate Format の略で、ITU-T の 

H.261 標準および H.263 標準のオプション部分です。
CIF では、176 ピクセルで構成された、288 本のノンイ
ンターレース輝度線の仕様が定義されています。CIF は、
1 秒あたりのフレームレート 7.5、10、15、または 30 で
送信できます。CIF を使用して操作している場合は、
256 K ビット (K ＝ 1024) を超えるデータは送信できませ
ん。CIF ビデオフォーマットでは、352 × 288 ピクセル
のビデオイメージを 36.45 Mbps および 30 フレーム /秒
で送信可能です。4CIF フォーマットの容量は CIF の 4 

倍で、QCIF の容量は CIF の 4 分の 1 です。

CSU Channel Service Unit の略。通信ネットワークとデータ
ターミナル間のインターフェースとして使用される、顧
客が調達しなければならない装置です。

DBA Dynamic Bandwidth Allocation の略。LPR にパケットを
送信するために必要な帯域幅を割り当てるのに使用しま
す。

DTMF Dual Tone Multi Frequency の略。トーンダイヤル電話に
よって使用される符号化された信号の体系。コンピュー
タが信号を簡単に認識できるように、固有の音、周波
数、またはトーンが各キーに割り当てられています。
コードを使用して、データの入力と音声処理システムの
制御を行うことができます。DTMF 信号は、接続全体を
通過して宛先デバイスに到達できるため、MCU との接
続が確立された後のリモート制御に使用されます。

E1 回線 欧州で使用される 2 Mb のデジタル交換回線。

略語 /用語 説明
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付録 A-用語集
FECC Far End Camera Control (相手側カメラ制御 ) の略。特定
のビデオカメラに付属する、参加者によるリモートカメ
ラの制御を可能にするソフトウェア。LSD オプションと
ともに Continuous Presence ビデオ会議で使用されま
す。詳細については、「LSD」を参照してください。

G0.711 ITU-T のオーディオアルゴリズム。64Kbps、3.4 kHz。

G0.722 ITU-T のオーディオアルゴリズム。64Kbps、7 kHz。

G0.728 ITU-T のオーディオアルゴリズム。16Kbps、3.4 kHz。

H.221 ビデオ、オーディオ、コントロール、およびユーザデー
タを 1 つのシリアルビットストリームに多重化する方法
を定義した ITU-T 標準。

H.230 マルチポイント制御システムの単純なプロシージャを定
義し、ネットワークメンテナンス機能を規定した ITU-T 

標準。

H.231 MCU 機能群と動作要件を定義した ITU-T 標準。

H.242 システム間の通信の開始と機能ネゴシエーションプロ
シージャを定義した ITU-T 標準。

H.243 マルチポイント会議におけるシステム間の通信の開始と
機能ネゴシエーションプロシージャを定義した ITU-T 標
準。

H.261 Px64 ビデオ符号化アルゴリズムを定義した ITU-T 標準。

H.263 384 Kbps を下回る回線速度での高度な圧縮およびビデオ
イメージ品質を規定した ITU-T 標準。この標準は、すべ
てのコーデックでサポートされるわけではありません。

H.264* Polycom 独自開発のビデオ圧縮標準。 

H.264 回線速度の低い接続での高度な圧縮およびビデオイメー
ジ品質を規定した ITU-T 標準。Video Switching 会議の最
も高度な共通メカニズムに組み込まれています。

H.320 ビデオ会議に関する H シリーズ勧告がどのように連携す
るかを定義した ITU-T 標準。

略語 /用語 説明
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Polycom RMX 2000 Administrator’s Guide 
H.323 インターネットを含む IP ベース (LAN) ネットワークで
のオーディオ、ビデオ、データ通信に関する ITU-T 標
準。

IP Internet Protocol の略。インターネットの基盤を形成す
る実用プロトコルです。

ISDN Integrated Services Digital Network の略。電話ネット
ワークを構成するプロトコルとインターフェースの標準
群 (音声、ビデオ、およびデータ )。ISDN 回線には、
BRI と PRI の 2 種類があります。

ITU-T 標準 ITU-T は International Telecommunications Union, 

Telecommunication Standardization Sector (国際電気通
信連合電気通信標準化部門 ) の略。旧称 CCITT。電気通
信に関する公式標準を策定する国際団体です。

LAN Local Area Network の略。ネットワークのオペレーティ
ングシステムを介して連結されたコンピュータなどのデ
バイスの集合です。

LDAP Lightweight Directory Access Protocol の略。 

LPR Lost Packet Recovery の略。失われたパケットの再生に
必要なリカバリ情報を含む追加パケットを作成するため
のアルゴリズムです。

MCU Multipoint Control Unit の略。ビデオ会議で 3 か所以上の
サイトを接続するデバイスです。

PRI Priority Rate Interface の略。大容量のデータ通信用に設
計された ISDN インターフェース。23 の B チャネル (各 

64 Kbps) と 1 つの D チャネル ( 64 Kbps) で構成されま
す。欧州の PRI 回線は、30 本の B チャネル + 1 本の D 

チャネル。

PSTN Public Switched Telephone Network の略。

QCIF Quarter CIF。イメージサイズが 176× 144 ピクセルの
ビデオフォーマット。30 フレーム /秒で 9.115 Mbps を
送信します (CIF の容量の 4 分の 1)。詳細については、
「CIF」を参照してください。

略語 /用語 説明
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付録 A-用語集
QoS Quality of Service の略。QoS は、パケット間の平均遅延
など、ネットワークサービスのパフォーマンスを定義し
ます。

RS-232 シリアルインターフェース接続に関する標準。

SIP Session Initiation Protocol の略。IP ネットワークで機能
するように設計されたアプリケーション層プロトコル。
SIP サービスは、SIP ネットワークコンポーネントの設
定と IP アドレスを定義します。 

T1 回線 米国で使用される 1.5Mb のデジタル交換回線。

ToS Type of Service の略。オーディオパケットおよびビデオ
パケットをルーティングするための最適化タギングを定
義します。

WAN Wide Area Network の略。LAN より広い地理的領域に対
応する通信ネットワーク。

Whiteboard 共有ドキュメントを配置するための画面上の共有ノー
ト。

略語 /用語 説明
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